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⚓．経営学部⚑部（経営学科・経営情報学科）開講科目一覧表
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カリキュラム表（2018年度以降入学生）
経営学部 ⚑部 経営学科，経営情報学科
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カリキュラム表（2015～2017年度入学生）
経営学部 ⚑部 経営学科，経営情報学科
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※ 別掲⚑（2016年度以降入学生）
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※ 別掲⚑（2015年度入学生）





⚔．経営学部⚒部（経営学科）開講科目一覧表
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カリキュラム表（2018年度以降入学生）
経営学部 ⚒部 経営学科
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カリキュラム表（2015～2017年度入学生）
経営学部 ⚒部 経営学科
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※ 別掲⚑（2016年度以降入学生）
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※ 別掲⚑（2015年度入学生）





⚕．履修系統図（⚑部，⚒部)





経
営
学
部
⚑
部

履
修
系
統
図

履
修
系
統
図
で
は
，
学
生
が
専
門
科
目
を
体
系
的
に
学
習
す
る
た
め
に
選
択
し
た
⽛
コ
ー
ス
⽜
と
，
開
講
科
目
一
覧
表
と
の
対
応
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
，
コ
ー
ス
以
外
に
も
，⽛
英
語
（
総
合
実
践
英
語
科
目
や
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
科
目
，
演
習
，
実
習
）⽜
や
，⽛
キ
ャ
リ
ア
形
成
（
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
や
資
格
取
得
科
目
）⽜
に
つ
い
て
，
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の

学
び
の
流
れ
を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
科
目
名
の
横
の
（
）
内
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
，
開
講
科
目
一
覧
表
に
示
し
て
あ
る
⽛
群
⽜
を
表
し
て
い
ま
す
。

＊
⚑
部
経
営
学
科
の
学
生
が
選
択
で
き
る
コ
ー
ス
は
，⽛
組
織
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
⽜
か
⽛
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
⽜
で
す
。
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
詳
細
は
29
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
⚑
部
経
営
情
報
学
科
の
学
生
が
選
択
で
き
る
コ
ー
ス
は
，⽛
会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス
⽜
か
⽛
情
報
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
⽜
ま
た
は
⽛
心
理
・
人
間
行
動
コ
ー
ス
⽜
で
す
。
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
詳
細
は

30
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
卒
業
要
件
と
し
て
，
選
択
し
た
コ
ー
ス
の
科
目
の
中
で
，
Ｃ
～
Ｉ
群
の
科
目
を
42
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
10
0ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
⽛
専
門
導
入
科
目
（
Ｃ
群
）⽜
と
⽛
専
門
基
幹
科
目
（
Ｄ
群
）⽜
は
，
経
営
学
分
野
の
基
礎
的
知
識
を
修
得
す
る
た
め
に
必
要
な
科
目
で
あ
る
の
で
，
選
択
す
る
コ
ー
ス
に
関
わ
ら
ず
，
全
て
の
学
生
に
履
修
す
る

こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

＊
Ｃ
～
Ｄ
群
で
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
は
36
単
位
以
上
で
あ
る
の
で
，
選
択
す
る
コ
ー
ス
に
関
わ
ら
ず
，
広
く
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
選
択
し
た
コ
ー
ス
以
外
の
科
目
も
，
自
由
に
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
⚒
部
の
み
で
開
講
さ
れ
て
い
る
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
異
な
る
部
で
の
科
目
の
受
講
（
特
別
履
修
））
。
対
象
と
な
る
科
目
は
21
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
・
学
習
目
標

学
部

建
学
の
精
神
（
自
由
で
不
屈
な
開
拓
者
精
神
）
に
則
り
，
自
由
な
精
神
，
進
取
の
精
神
及
び
不
屈
の
精
神
を
涵
養
し
，
専
門
知
識
と
行
動
力
を
兼
ね
備
え
た
実
践
力
を
養
成
す
る
。

経
営
学
科

経
営
・
市
場
・
企
業
に
か
か
わ
る
経
営
分
野
の
専
門
知
識
と
そ
れ
を
活
か
す
実
践
力
を
あ
わ
せ
も
ち
組
織
や
社
会
を
力
強
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。

経
営
情
報
学
科

会
計
・
情
報
・
心
理
に
か
か
わ
る
経
営
分
野
の
専
門
知
識
と
そ
れ
を
活
か
す
実
践
力
を
あ
わ
せ
も
ち
組
織
や
社
会
を
力
強
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。





経
営
学
部
⚒
部

履
修
系
統
図

履
修
系
統
図
で
は
，
学
生
が
専
門
科
目
を
体
系
的
に
学
習
す
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た
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択
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コ
ー
ス
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，
開
講
科
目
一
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と
の
対
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確
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す
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と
が
で
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ま
す
。

＊
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の
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内
の
ア
ル
フ
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は
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開
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一
覧
表
に
示
し
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あ
る
⽛
群
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し
て
い
ま
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。

＊
⚒
部
経
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学
科
の
学
生
が
選
択
で
き
る
コ
ー
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は
，⽛
組
織
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
⽜
か
⽛
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
⽜
ま
た
は
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心
理
・
人
間
行
動
コ
ー
ス
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で
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。
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
詳
細
は
31
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
卒
業
要
件
と
し
て
，
選
択
し
た
コ
ー
ス
の
科
目
の
中
で
，
Ｂ
～
Ｈ
群
の
科
目
を
30
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
10
1ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
⽛
専
門
導
入
科
目
（
Ｂ
群
）⽜
と
⽛
専
門
基
幹
科
目
（
Ｃ
群
）⽜
は
，
経
営
学
分
野
の
基
礎
的
知
識
を
修
得
す
る
た
め
に
必
要
な
科
目
で
あ
る
の
で
，
選
択
す
る
コ
ー
ス
に
関
わ
ら
ず
，
全
て
の
学
生
に
履
修
す
る
こ
と
を
推

奨
し
ま
す
。

＊
Ｂ
～
Ｃ
群
で
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
は
30
単
位
以
上
で
あ
る
の
で
，
選
択
す
る
コ
ー
ス
に
関
わ
ら
ず
，
広
く
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
選
択
し
た
コ
ー
ス
以
外
の
科
目
も
，
自
由
に
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
⚑
部
の
み
で
開
講
さ
れ
て
い
る
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
異
な
る
部
で
の
科
目
の
受
講
（
特
別
履
修
））
。
対
象
と
な
る
科
目
は
21
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
・
学
習
目
標

学
部

建
学
の
精
神
（
自
由
で
不
屈
な
開
拓
者
精
神
）
に
則
り
，
自
由
な
精
神
，
進
取
の
精
神
及
び
不
屈
の
精
神
を
涵
養
し
，
専
門
知
識
と
行
動
力
を
兼
ね
備
え
た
実
践
力
を
養
成
す
る
。

経
営
学
科

経
営
・
市
場
・
企
業
・
会
計
・
情
報
・
心
理
に
か
か
わ
る
経
営
分
野
の
専
門
知
識
と
そ
れ
を
活
か
す
実
践
力
を
あ
わ
せ
も
ち
組
織
や
社
会
を
力
強
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。





⚖．カリキュラム・マップ，カリキュラム・ツリー（⚑部，⚒部)



経営学部⚑部経営学科カリキュラム・マップ
■経営学部経営学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
学則に定める所定の修業年限を満たし，学部の教育理念に基づき設置した科目を体系的に履修して卒業に必

要な単位数を修得することにより，学士（経営学）の学位を授与します。それぞれの学科で学位授与に至るま
でに修得すべき資質・能力は以下の通りです。

経営学科
(1) 経営・市場・企業にかかわる経営分野の専門知識を体系的に修得していること。
(2) 専門知識を実践に活かし，組織や集団の創造性を高めるマネジメント能力を身につけていること。
(3) 選択したコースに応じて，次の能力を身につけていること。
ａ) 組織・マネジメントコースを選択した学生は，社会や組織の中の人間を理解し活かすマネジメント能力
を身につけていること。

ｂ) 戦略・マーケティングコースを選択した学生は，市場を理解，分析し，積極的に働きかけるマーケティ
ング能力を身につけていること。また，企業の戦略を分析し，構築していくビジネス能力を身につけてい
ること。

(4) 国際的コミュニケーション能力を身につけていること。
(5) 幅広い視野と教養を身につけ，高い倫理観と責任感を持って，組織や社会の発展に貢献できること。

■経営学部経営学科の教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）
経営学部は，経営分野の専門知識とそれを活かす実践力をあわせもち，組織や社会の発展に貢献しうるマネ

ジメント能力に優れた人材を育成することを実現するために，次のようなカリキュラムを設置しています。
⚑．総合教育科目
幅広い教養知識を修得する⽛一般教育科目⽜と国際的コミュニケーション能力を養成する⽛総合実践英語科

目⽜を配置しています。一般教育科目には，すべての学修に通じる基礎的な技能やリテラシーを身につける基
盤科目。高い倫理観と責任感を有する，豊かな人間性の形成に必要な教養的基礎を身につける教養科目。将来
の有意義なキャリアを形成できるようになることを目的としたキャリア形成科目。学生自身の積極的な活動を
支援するための体験型科目。外国人学生や海外帰国生徒を支援するために日本語および日本事情に関する科目
として留学生科目を配置しています。これら一般教育科目に関しては，専門教育科目の配置を工夫することに
より，教養教育と専門教育とのバランスが取れた学修機会を提供しています。
また，実践的な英語教育を習熟度別クラス編成によって学生個々の英語基礎力を養成するため，総合実践英

語科目を⚑・⚒年次に配置しています。
⚒．初年次教育
初年次教育では，経営学部の学びに対応できるよう大学で必要な学修技術の獲得とともに，卒業後の進路を

見据えた大学での学修計画の策定に関する理解を深める⽛アカデミック・リテラシー⽜を⚑年次に履修必修と
して配置しているほか，経営学分野の基本的な思考方法と基礎的知識とを学び，無理なく専門教育に移行でき
るよう⽛専門導入科目⽜を⚑年次に配置しています。また，英語の学びを担保するために⽛リーディング＆ラ
イティング・ストラテジーA⽜と⽛コミュニケーション・ストラテジーA⽜，高度情報化社会における基礎的能
力を養成する⽛情報リテラシー⽜をそれぞれ⚑年次に履修必修として配置しています。
⚓．専門教育科目
⚑年次の専門導入科目で修得した基礎的内容を理論的に理解し，経営分野への関心を醸成するとともに，基

礎的・専門的知識の修得ができるよう⽛専門基幹科目⽜を⚒年次に配置しています。さらに，学生個々の興味・
関心に基づき，自ら主体的・積極的に経営分野の専門知識を修得するために，専門導入科目および専門基幹科
目で修得した専門知識をさらに掘り下げる⽛専門展開科目⽜を⚒年次以降に配置しています。
⚔．演習・ビジネス英語・キャリア教育
問題発見能力の育成を図り，現実的諸問題の解決にあたり専門知識を創造的に適用できる実践力を育成する

ため⽛演習科目⽜を⚒・⚓年次に配置し，⚔年次には学習成果を論文としてまとめ上げる⽛卒業研究⽜を配置
しています。また，国際的コミュニケーション能力を身につけるため，総合実践英語科目で身につけた英語基
礎力を基にして，ビジネスを遂行するための実践的な英語力の獲得を目指す⽛ビジネス英語科目⽜を⚓・⚔年
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次に配置しています。さらに⽛キャリア形成科目⽜として，学生が自身のキャリア形成に関する道筋をより明
確にし，卒業後の進路や職業選択を意識しつつ大学生活が送れるよう，⚑年次から各科目を段階的に配置して
⽛経営学部CSP（キャリアサポートプログラム）⽜を構成しているほか，語学教育と専門教育とを融合し，海外
での生活体験，英語の実践的な運用能力を養成する実習科目である⽛海外総合実習⽜を⚒年次に配置していま
す。
情報・会計・英語関連の資格取得に向けて学生の主体的・積極的な学修を促進する⽛資格取得科目⽜を⚑年

次以降に設置しています。経営分野の学修に不可欠な経済学・法学・歴史学に関する基礎的知識を修得する⽛経
済学・法学・歴史学科目⽜を⚒年次以降に配置しています。
⚕．コース制
専門導入科目・専門基幹科目・専門展開科目における科目間の体系性・連動性に基づいて専門教育科目が学

修できるよう，それぞれの学科で以下のように教育目標を定めたコースを設置しています。

経営学科
組織・マネジメントコース
企業・NPO・行政における組織マネジメント能力と，社会や組織の中の人間を理解し活かすマネジメント能力
を養成する。
戦略・マーケティングコース
市場を理解，分析し，積極的に働きかけるマーケティング能力と，企業の戦略を分析し，構築していくビジネ
ス能力を養成する。

〈到達目標〉 対応する学位授与方針
A 経営学分野への関心を醸成し，その基礎的知識を修得する。 1

B

ⅰ
組織マネジメントコースでは，企業・NPO・行政における組織マネジメン
ト能力と，社会や組織の中の人間を理解し活かすマネジメント能力を身に
つける。

2-3a

ⅱ
戦略・マーケティングコースでは，市場を理解，分析し，積極的に働きか
けるマーケティング能力と，企業の戦略を分析し，構築していくビジネス
能力を身につける。

2-3b

C 主体的な問題解決能力を養い，現実の経営や地域社会において生起する諸
問題について専門的知識を創造的に適用しうる実践的能力を身につける。 2

D 国際的コミュニケーション能力を身につける。社会に出た時に役立つ英語
の基礎力，応用力を身につける 4

E
アカデミックリテラシー，アカデミックキャリアを形成する。卒業後の進
路や職業選択について，学生自らが意識する。社会や企業の現実の姿を知
ることにより，将来の有意義なキャリアを形成する。

1-2-5

F 経営学分野の学修に不可欠な，経済学および法学・歴史学についての基礎
的知識を身につける。 5

G さまざまな学修に通じる基礎的な知識やスキル，リテラシーを獲得する。 4-5
H 一般的・普遍的な教養を身につける。 5
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii C D E F G H

総
合
教
育
科
目

一
般
教
育
科
目

基
盤
科
目

言
語

英
語

英語リーディングⅠ ⚑ ⚑ ○ ○
英語リーディングⅡ ⚑ ⚑ ○ ○
英語コミュニケーションⅠ ⚑ ⚑ ○ ○
英語コミュニケーションⅡ ⚑ ⚑ ○ ○
英語特講Ⅰ ⚑ ⚑ ○ ○
英語特講Ⅱ ⚑ ⚑ ○ ○
英語特講Ⅲ ⚑ ⚒ ○ ○
英語特講Ⅳ ⚑ ⚒ ○ ○
英語文化演習Ⅰ ⚒ ⚒ ○ ○
英語文化演習Ⅱ ⚒ ⚒ ○ ○

共通 世界の言語と文化 ⚒ ⚑ ○

ド
イ
ツ
語

ドイツ語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
ドイツ語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
ドイツ語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
ドイツ語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
ドイツ語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
ドイツ語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
ドイツ語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
ドイツ語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
ドイツ語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
ドイツ語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○

フ
ラ
ン
ス
語

フランス語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
フランス語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
フランス語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
フランス語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
フランス語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
フランス語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
フランス語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
フランス語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
フランス語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
フランス語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○

中
国
語

中国語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
中国語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
中国語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
中国語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
中国語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
中国語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
中国語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
中国語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
中国語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
中国語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○

ロ
シ
ア
語

ロシア語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
ロシア語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
ロシア語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
ロシア語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
ロシア語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
ロシア語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
ロシア語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
ロシア語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
ロシア語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
ロシア語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○

韓
国
・
朝
鮮
語

韓国・朝鮮語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
韓国・朝鮮語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
韓国・朝鮮語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
韓国・朝鮮語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
韓国・朝鮮語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
韓国・朝鮮語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
韓国・朝鮮語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii C D E F G H

総
合
教
育
科
目

一
般
教
育
科
目

基
盤
科
目

身
体 －

健康とスポーツの科学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
健康とスポーツの科学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
体育実技ⅠA ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅠB ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅡA ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅡB ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅢA ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅢB ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅣA ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅣB ⚑ ⚑ ○

情
報 － 情報技術論 ⚒ ⚑ ○

情報と社会 ⚒ ⚑ ○

教
養
科
目

人
文
科
学

自
己

哲学 ⚒ ⚑ ○
倫理学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
倫理学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
論理学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
論理学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
社会思想史 ⚒ ⚑ ○
行動科学 ⚒ ⚑ ○
基礎心理学 ⚒ ⚑ ○
人間関係論 ⚒ ⚑ ○

文
化

日本文学 ⚒ ⚑ ○
外国文学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
外国文学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
言語学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
言語学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
芸術論Ⅰ ⚒ ⚑ ○
芸術論Ⅱ ⚒ ⚑ ○
異文化コミュニケーション ⚒ ⚑ ○
現代文化論 ⚒ ⚑ ○

歴
史

歴史学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
歴史学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
歴史学Ⅲ ⚒ ⚑ ○
歴史学Ⅳ ⚒ ⚑ ○
考古学 ⚒ ⚑ ○

社
会
科
学

社
会
構
造

法学 ⚒ ⚑ ○
日本国憲法 ⚒ ⚑ ○
経済学 ⚒ ⚑ ○
政治学 ⚒ ⚑ ○
社会学 ⚒ ⚑ ○
マスコミ論 ⚒ ⚑ ○
生涯学習論 ⚒ ⚑ ○

地
域

地理学 ⚒ ⚑ ○
人類学 ⚒ ⚑ ○
地誌学 ⚒ ⚑ ○
国際事情 ⚒ ⚑ ○
カナダの自然と社会Ⅰ ⚒ ⚑ ○
カナダの自然と社会Ⅱ ⚒ ⚑ ○

自
然
科
学

環
境

地球科学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
地球科学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
環境生物科学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
環境生物科学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
物質科学 ⚒ ⚑ ○
物質環境科学 ⚒ ⚑ ○
宇宙科学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
宇宙科学Ⅱ ⚒ ⚑ ○

普
遍
性

数学概論Ⅰ ⚒ ⚑ ○
数学概論Ⅱ ⚒ ⚑ ○
統計学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
統計学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
物理学概論 ⚒ ⚑ ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii C D E F G H

総
合
教
育
科
目

一
般
教
育
科
目

教
養
科
目

北
海
道
学

－

北海道史 ⚒ ⚑ ○
北方圏文化論 ⚒ ⚑ ○
北海道文学 ⚒ ⚑ ○
アイヌの言語と文化 ⚒ ⚑ ○
大学史 ⚒ ⚑ ○

形
成
科
目

キ
ャ
リ
ア

－ キャリア・ガイダンス ⚑ ⚑ ○ ○

体
験
型
科
目

－

海外文化Ⅰ ⚑ ⚑ ○
海外文化Ⅱ ⚑ ⚑ ○
海外文化Ⅲ ⚑ ⚒ ○
海外文化Ⅳ ⚑ ⚒ ○

総合実践英語科目

R＆WS-A ⚔ ⚑ ○
CS-A ⚔ ⚑ ○
RS-BⅠ ⚒ ⚑ ○
WS-BⅠ ⚒ ⚒ ○
CS-BⅠ ⚒ ⚒ ○
RS-BⅡ ⚒ ⚒ ○
WS-BⅡ ⚒ ⚒ ○
CS-BⅡ ⚒ ⚒ ○

専
門
教
育
科
目

専
門
導
入
科
目

経営学概論Ⅰ ⚒ ⚑ ○ ○
経営学概論Ⅱ ⚒ ⚑ ○ ○
企業論 ⚒ ⚑ ○ ○
ビジネスエコノミクス ⚒ ⚑ ○ ○
マーケティング ⚒ ⚑ ○ ○
簿記Ⅰ ⚒ ⚑ ○
簿記Ⅱ ⚒ ⚑ ○
金融システム ⚒ ⚑ ○ ○
情報リテラシー ⚔ ⚑ ○
経営統計学概論Ⅰ ⚒ ⚑ ○
経営統計学概論Ⅱ ⚒ ⚑ ○
心理学概論Ⅰ ⚒ ⚑ ○
心理学概論Ⅱ ⚒ ⚑ ○

専
門
基
幹
科
目

経営管理Ⅰ ⚒ ⚒ ○ ○
経営管理Ⅱ ⚒ ⚒ ○ ○
経営組織 ⚒ ⚒ ○ ○
組織文化 ⚒ ⚒ ○ ○
マーケティング戦略 ⚒ ⚒ ○ ○
経営戦略Ⅰ ⚒ ⚒ ○ ○
経営戦略Ⅱ ⚒ ⚒ ○ ○
財務会計Ⅰ ⚒ ⚒ ○
財務会計Ⅱ ⚒ ⚒ ○
データ解析 ⚔ ⚒ ○
社会心理学Ⅰ ⚒ ⚒ ○
社会心理学Ⅱ ⚒ ⚒ ○

専
門
展
開
科
目

経営学説史 ⚒ ⚒ ○
現代マネジメント理論 ⚒ ⚒ ○
グローバルビジネス ⚒ ⚒ ○
国際経営 ⚒ ⚒ ○
流通システム ⚒ ⚒ ○
流通経営 ⚒ ⚒ ○
ブランド経営 ⚒ ⚒ ○ ○
商業簿記 ⚒ ⚒ ○
株式会社会計 ⚒ ⚒ ○
工業簿記 ⚒ ⚒ ○
原価計算 ⚒ ⚒ ○
ファイナンス ⚒ ⚒ ○
情報科学 ⚒ ⚒ ○
情報処理 ⚒ ⚒
経営情報 ⚒ ⚒ ○ ○
システム戦略 ⚒ ⚒ ○ ○
心理学研究法 ⚒ ⚒
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii C D E F G H

専
門
教
育
科
目

専
門
展
開
科
目

心理統計学 ⚒ ⚒
学習心理学 ⚒ ⚒ ○ ○
適応の心理学 ⚒ ⚒ ○ ○
公共経営論 ⚒ ⚓ ○ ○
非営利事業論 ⚒ ⚓ ○ ○
人的資源管理 ⚒ ⚓ ○ ○
キャリア・マネジメント ⚒ ⚓ ○ ○
経営史 ⚒ ⚓ ○ ○
経営学原理 ⚒ ⚓ ○ ○
経営システム ⚒ ⚓ ○ ○
コーポレート・ガバナンス ⚒ ⚓ ○
広告論 ⚒ ⚓ ○
マーケティング・コミュニケーション ⚒ ⚓ ○
消費者行動 ⚒ ⚓ ○
製品開発 ⚒ ⚓ ○ ○
企業行動 ⚒ ⚓ ○ ○
日本企業論 ⚒ ⚓ ○ ○
マーケティング・リサーチ ⚒ ⚓ ○
ベンチャー経営 ⚒ ⚓ ○ ○
税務会計 ⚒ ⚓
会計監査 ⚒ ⚓
管理会計 ⚒ ⚓ ○ ○
マネジメント・コントロール ⚒ ⚓ ○ ○
コーポレート・ファイナンス ⚒ ⚓ ○
経営科学 ⚒ ⚓ ○
オペレーションズ・リサーチ ⚒ ⚓ ○
情報システム ⚒ ⚓
データベース ⚒ ⚓
情報ネットワーク ⚒ ⚓
マルチメディア ⚒ ⚓
プログラミングA ⚔ ⚓
プログラミングB ⚔ ⚓
組織心理学 ⚒ ⚓ ○ ○
チームの心理学 ⚒ ⚓ ○
人間行動論 ⚒ ⚓ ○
行動意思決定論 ⚒ ⚓ ○
認知心理学 ⚒ ⚓
生涯発達心理学 ⚒ ⚓
臨床心理学 ⚒ ⚓
心的情報処理論 ⚒ ⚓ ○
問題解決の心理学 ⚒ ⚓ ○
心理学実験実習 ⚔ ⚓

演習科目

演習Ⅰ ⚔ ⚒ ○
演習Ⅱ ⚔ ⚓ ○
英語演習Ⅰ ⚔ ⚒ ○ ○
英語演習Ⅱ ⚔ ⚓ ○ ○
卒業研究 ⚒ ⚔ ○

ビジネス英語科目

ビジネスライティング ⚒ ⚓ ○
ビジネスコミュニケーション ⚒ ⚓ ○
ビジネスリーディング ⚒ ⚓ ○
ビジネスプレゼンテーション ⚒ ⚓ ○
ディスカッションスキル ⚒ ⚓ ○
ビジネスディスカッション ⚒ ⚓ ○

キャリア形成科目

アカデミック・リテラシーⅠ ⚒ ⚑ ○
アカデミック・リテラシーⅡ ⚒ ⚑ ○
キャリアデザイン講座 ⚒ ⚒ ○ ○
海外総合実習Ⅰ ⚒ ⚒ ○ ○ ○
海外総合実習Ⅱ ⚒ ⚒ ○ ○ ○
ビジネスモデル分析 ⚒ ⚓ ○ ○
マーケット分析 ⚒ ⚓ ○ ○
企業研修リテラシー ⚑ ⚓ ○
企業研究 ⚑ ⚓ ○ ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii C D E F G H

キャリア形成科目

企業研修A ⚑ ⚓ ○ ○
企業研修B ⚑ ⚓ ○ ○
キャリア育成講座 ⚒ ⚓ ○ ○
キャリア研修Ⅰ ⚑ ⚓ ○ ○
キャリア研修Ⅱ ⚑ ⚓ ○ ○
キャリア研修Ⅲ ⚑ ⚓ ○ ○
キャリア研修Ⅳ ⚑ ⚓ ○ ○

資格取得科目

会計Ⅰ ⚑ ⚑ ○
会計Ⅱ ⚑ ⚑ ○
情報Ⅰ ⚑ ⚑ ○
情報Ⅱ ⚑ ⚑ ○
英語Ⅰ ⚑ ⚑ ○ ○
英語Ⅱ ⚑ ⚑ ○ ○

経
済
学
・
法
学
・
歴
史
学
科
目

ミクロ経済学Ⅰ ⚒ ⚒ ○
ミクロ経済学Ⅱ ⚒ ⚒ ○
マクロ経済学Ⅰ ⚒ ⚒ ○
マクロ経済学Ⅱ ⚒ ⚒ ○
社会経済学Ⅰ ⚒ ⚒ ○
社会経済学Ⅱ ⚒ ⚒ ○
多国籍企業論Ⅰ ⚒ ⚓ ○
多国籍企業論Ⅱ ⚒ ⚓ ○
産業総論Ⅰ ⚒ ⚓ ○
産業総論Ⅱ ⚒ ⚓ ○
社会調査論Ⅰ ⚒ ⚓ ○
社会調査論Ⅱ ⚒ ⚓ ○
社会保障論Ⅰ ⚒ ⚓ ○
社会保障論Ⅱ ⚒ ⚓ ○
財政学Ⅰ ⚒ ⚓ ○
財政学Ⅱ ⚒ ⚓ ○
経済政策Ⅰ ⚒ ⚓ ○
経済政策Ⅱ ⚒ ⚓ ○
社会政策Ⅰ ⚒ ⚓ ○
社会政策Ⅱ ⚒ ⚓ ○
国際経済論Ⅰ ⚒ ⚓ ○
国際経済論Ⅱ ⚒ ⚓ ○
憲法 ⚔ ⚒ ○
行政法 ⚔ ⚒ ○
現代政治学 ⚔ ⚒ ○
商法Ⅰ ⚔ ⚓ ○
商法Ⅱ ⚔ ⚓ ○
国際法 ⚔ ⚓ ○
民法 ⚔ ⚓ ○
労働法 ⚔ ⚓ ○
経済法 ⚔ ⚓ ○
国際政治学 ⚔ ⚓ ○
日本史 ⚒ ⚒ ○
東洋史 ⚒ ⚒ ○
西洋史 ⚒ ⚒ ○
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経営学部⚑部経営情報学科カリキュラム・マップ
■経営学部経営情報学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
学則に定める所定の修業年限を満たし，学部の教育理念に基づき設置した科目を体系的に履修して卒業に必

要な単位数を修得することにより，学士（経営学）の学位を授与します。それぞれの学科で学位授与に至るま
でに修得すべき資質・能力は以下の通りです。

経営情報学科
(1) 会計・情報・心理にかかわる経営分野の専門知識を体系的に修得していること。
(2) 専門知識を実践に活かし，組織や集団の創造性を高めるマネジメント能力を身につけていること。
(3) 選択したコースに応じて，次の能力を身につけていること。
ａ) 会計・ファイナンスコースを選択した学生は，組織におけるマネジメントを会計的・財務的な視点から
分析し，組織のイノベーションや戦略の策定に貢献する能力を身につけていること。また，会計に精通し
た企業人あるいは職業会計人に相応しい専門知識とそれを実践的に活用する能力を身につけていること。

ｂ) 情報・マネジメントコースを選択した学生は，高度情報ネットワーク社会をリードする専門知識と情報
を実践的に活用する組織・戦略マネジメント能力を身につけていること。

ｃ) 心理・人間行動コースを選択した学生は，個人・組織の心理的特性や行動メカニズムを理解し，組織・
マネジメントや戦略・マーケティング等に活かす能力を身につけていること。

(4) 国際的コミュニケーション能力を身につけていること。
(5) 幅広い視野と教養を身につけ，高い倫理観と責任感を持って，組織や社会の発展に貢献できること。

■経営学部経営情報学科の教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）
経営学部は，経営分野の専門知識とそれを活かす実践力をあわせもち，組織や社会の発展に貢献しうるマネ

ジメント能力に優れた人材を育成することを実現するために，次のようなカリキュラムを設置しています。
⚑．総合教育科目
幅広い教養知識を修得する⽛一般教育科目⽜と国際的コミュニケーション能力を養成する⽛総合実践英語科

目⽜を配置しています。一般教育科目には，すべての学修に通じる基礎的な技能やリテラシーを身につける基
盤科目。高い倫理観と責任感を有する，豊かな人間性の形成に必要な教養的基礎を身につける教養科目。将来
の有意義なキャリアを形成できるようになることを目的としたキャリア形成科目。学生自身の積極的な活動を
支援するための体験型科目。外国人学生や海外帰国生徒を支援するために日本語および日本事情に関する科目
として留学生科目を配置しています。これら一般教育科目に関しては，専門教育科目の配置を工夫することに
より，教養教育と専門教育とのバランスが取れた学修機会を提供しています。
また，実践的な英語教育を習熟度別クラス編成によって学生個々の英語基礎力を養成するため，総合実践英

語科目を⚑・⚒年次に配置しています。
⚒．初年次教育
初年次教育では，経営学部の学びに対応できるよう大学で必要な学修技術の獲得とともに，卒業後の進路を

見据えた大学での学修計画の策定に関する理解を深める⽛アカデミック・リテラシー⽜を⚑年次に履修必修と
して配置しているほか，経営学分野の基本的な思考方法と基礎的知識とを学び，無理なく専門教育に移行でき
るよう⽛専門導入科目⽜を⚑年次に配置しています。また，英語の学びを担保するために⽛リーディング＆ラ
イティング・ストラテジーA⽜と⽛コミュニケーション・ストラテジーA⽜，高度情報化社会における基礎的能
力を養成する⽛情報リテラシー⽜をそれぞれ⚑年次に履修必修として配置しています。
⚓．専門教育科目
⚑年次の専門導入科目で修得した基礎的内容を理論的に理解し，経営分野への関心を醸成するとともに，基

礎的・専門的知識の修得ができるよう⽛専門基幹科目⽜を⚒年次に配置しています。さらに，学生個々の興味・
関心に基づき，自ら主体的・積極的に経営分野の専門知識を修得するために，専門導入科目および専門基幹科
目で修得した専門知識をさらに掘り下げる⽛専門展開科目⽜を⚒年次以降に配置しています。
⚔．演習・ビジネス英語・キャリア教育
問題発見能力の育成を図り，現実的諸問題の解決にあたり専門知識を創造的に適用できる実践力を育成する

ため⽛演習科目⽜を⚒・⚓年次に配置し，⚔年次には学習成果を論文としてまとめ上げる⽛卒業研究⽜を配置
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しています。また，国際的コミュニケーション能力を身につけるため，総合実践英語科目で身につけた英語基
礎力を基にして，ビジネスを遂行するための実践的な英語力の獲得を目指す⽛ビジネス英語科目⽜を⚓・⚔年
次に配置しています。さらに⽛キャリア形成科目⽜として，学生が自身のキャリア形成に関する道筋をより明
確にし，卒業後の進路や職業選択を意識しつつ大学生活が送れるよう，⚑年次から各科目を段階的に配置して
⽛経営学部CSP（キャリアサポートプログラム）⽜を構成しているほか，語学教育と専門教育とを融合し，海外
での生活体験，英語の実践的な運用能力を養成する実習科目である⽛海外総合実習⽜を⚒年次に配置していま
す。
情報・会計・英語関連の資格取得に向けて学生の主体的・積極的な学修を促進する⽛資格取得科目⽜を⚑年

次以降に設置しています。経営分野の学修に不可欠な経済学・法学・歴史学に関する基礎的知識を修得する⽛経
済学・法学・歴史学科目⽜を⚒年次以降に配置しています。
⚕．コース制
専門導入科目・専門基幹科目・専門展開科目における科目間の体系性・連動性に基づいて専門教育科目が学

修できるよう，それぞれの学科で以下のように教育目標を定めたコースを設置しています。

経営情報学科
会計・ファイナンスコース
①組織におけるマネジメントを会計的・財務的な視点から分析し，組織のイノベーションや戦略の策定に貢献
する能力，あるいは②会計専門職として組織の発展を支援する能力を養成する。
情報・マネジメントコース
①情報を活かす組織・戦略マネジメント能力，あるいは②高度情報ネットワーク社会をリードする専門能力を
養成する。
心理・人間行動コース
個人・組織の心理的特性や行動メカニズムを理解し，組織・マネジメントや戦略・マーケティング等に活かす
能力を養成する。

〈到達目標〉 対応する学位授与方針
A 経営学分野への関心を醸成し，その基礎的知識を修得する。 1

B

ⅰ
会計・ファイナンスコースでは，①組織におけるマネジメントを会計的・
財務的な視点から分析し，組織のイノベーションや戦略の策定に貢献する
能力，あるいは②会計専門職として組織の発展を支援する能力を身につけ
る。

2-3a

ⅱ
情報・マネジメントコースでは，①情報を活かす組織・戦略マネジメント
能力，あるいは②高度情報ネットワーク社会をリードする専門能力を身に
つける。

2-3b

ⅲ
心理・人間行動コースでは，個人・組織の心理的特性や行動メカニズムを
理解し，組織・マネジメントや戦略・マーケティングに活かす能力を身に
つける。

2-3c

C 主体的な問題解決能力を養い，現実の経営や地域社会において生起する諸
問題について専門的知識を創造的に適用しうる実践的能力を身につける。 2

D 国際的コミュニケーション能力を身につける。社会に出た時に役立つ英語
の基礎力，応用力を身につける ⚔

E
アカデミックリテラシー，アカデミックキャリアを形成する。卒業後の進
路や職業選択について，学生自らが意識する。社会や企業の現実の姿を知
ることにより，将来の有意義なキャリアを形成する。

1-2-5

F 経営学分野の学修に不可欠な，経済学および法学・歴史学についての基礎
的知識を身につける。 ⚕

G さまざまな学修に通じる基礎的な知識やスキル，リテラシーを獲得する。 4-5
H 一般的・普遍的な教養を身につける。 5
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii B iii C D E F G H

総
合
教
育
科
目

一
般
教
育
科
目

基
盤
科
目

言
語

英
語

英語リーディングⅠ ⚑ ⚑ ○ ○
英語リーディングⅡ ⚑ ⚑ ○ ○
英語コミュニケーションⅠ ⚑ ⚑ ○ ○
英語コミュニケーションⅡ ⚑ ⚑ ○ ○
英語特講Ⅰ ⚑ ⚑ ○ ○
英語特講Ⅱ ⚑ ⚑ ○ ○
英語文化演習Ⅰ ⚒ ⚒ ○ ○
英語文化演習Ⅱ ⚒ ⚒ ○ ○

共通 世界の言語と文化 ⚒ ⚑ ○

ド
イ
ツ
語

ドイツ語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
ドイツ語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
ドイツ語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
ドイツ語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
ドイツ語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
ドイツ語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
ドイツ語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
ドイツ語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
ドイツ語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
ドイツ語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○

フ
ラ
ン
ス
語

フランス語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
フランス語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
フランス語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
フランス語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
フランス語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
フランス語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
フランス語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
フランス語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
フランス語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
フランス語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○

中
国
語

中国語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
中国語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
中国語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
中国語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
中国語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
中国語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
中国語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
中国語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
中国語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
中国語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○

ロ
シ
ア
語

ロシア語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
ロシア語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
ロシア語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
ロシア語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
ロシア語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
ロシア語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
ロシア語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
ロシア語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
ロシア語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
ロシア語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○

韓
国
・
朝
鮮
語

韓国・朝鮮語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
韓国・朝鮮語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
韓国・朝鮮語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
韓国・朝鮮語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
韓国・朝鮮語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
韓国・朝鮮語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
韓国・朝鮮語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii B iii C D E F G H

総
合
教
育
科
目

一
般
教
育
科
目

基
盤
科
目

身
体 －

健康とスポーツの科学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
健康とスポーツの科学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
体育実技ⅠA ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅠB ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅡA ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅡB ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅢA ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅢB ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅣA ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅣB ⚑ ⚑ ○

情
報 － 情報技術論 ⚒ ⚑ ○

情報と社会 ⚒ ⚑ ○

教
養
科
目

人
文
科
学

自
己

哲学 ⚒ ⚑ ○
倫理学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
倫理学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
論理学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
論理学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
社会思想史 ⚒ ⚑ ○
行動科学 ⚒ ⚑ ○
基礎心理学 ⚒ ⚑ ○
人間関係論 ⚒ ⚑ ○

文
化

日本文学 ⚒ ⚑ ○
外国文学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
外国文学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
言語学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
言語学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
芸術論Ⅰ ⚒ ⚑ ○
芸術論Ⅱ ⚒ ⚑ ○
異文化コミュニケーション ⚒ ⚑ ○
現代文化論 ⚒ ⚑ ○

歴
史

歴史学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
歴史学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
歴史学Ⅲ ⚒ ⚑ ○
歴史学Ⅳ ⚒ ⚑ ○
考古学 ⚒ ⚑ ○

社
会
科
学

社
会
構
造

法学 ⚒ ⚑ ○
日本国憲法 ⚒ ⚑ ○
経済学 ⚒ ⚑ ○
政治学 ⚒ ⚑ ○
社会学 ⚒ ⚑ ○
マスコミ論 ⚒ ⚑ ○
生涯学習論 ⚒ ⚑ ○

地
域

地理学 ⚒ ⚑ ○
人類学 ⚒ ⚑ ○
地誌学 ⚒ ⚑ ○
国際事情 ⚒ ⚑ ○
カナダの自然と社会Ⅰ ⚒ ⚑ ○
カナダの自然と社会Ⅱ ⚒ ⚑ ○

自
然
科
学

環
境

地球科学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
地球科学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
環境生物科学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
環境生物科学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
物質科学 ⚒ ⚑ ○
物質環境科学 ⚒ ⚑ ○
宇宙科学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
宇宙科学Ⅱ ⚒ ⚑ ○

普
遍
性

数学概論Ⅰ ⚒ ⚑ ○
数学概論Ⅱ ⚒ ⚑ ○
統計学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
統計学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
物理学概論 ⚒ ⚑ ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii B iii C D E F G H

総
合
教
育
科
目

一
般
教
育
科
目

教
養
科
目

北
海
道
学

－

北海道史 ⚒ ⚑ ○
北方圏文化論 ⚒ ⚑ ○
北海道文学 ⚒ ⚑ ○
アイヌの言語と文化 ⚒ ⚑ ○
大学史 ⚒ ⚑ ○

形
成
科
目

キ
ャ
リ
ア

－ キャリア・ガイダンス ⚑ ⚑ ○

体
験
型
科
目

－

海外文化Ⅰ ⚑ ⚑ ○
海外文化Ⅱ ⚑ ⚑ ○
海外文化Ⅲ ⚑ ⚒ ○
海外文化Ⅳ ⚑ ⚒ ○

総合実践英語科目

R＆WS-A ⚔ ⚑ ○
CS-A ⚔ ⚑ ○
RS-BⅠ ⚒ ⚑ ○
WS-BⅠ ⚒ ⚒ ○
CS-BⅠ ⚒ ⚒ ○
RS-BⅡ ⚒ ⚒ ○
WS-BⅡ ⚒ ⚒ ○
CS-BⅡ ⚒ ⚒ ○

専
門
教
育
科
目

専
門
導
入
科
目

経営学概論Ⅰ ⚒ ⚑ ○
経営学概論Ⅱ ⚒ ⚑ ○
企業論 ⚒ ⚑ ○ ○
ビジネスエコノミクス ⚒ ⚑ ○ ○
マーケティング ⚒ ⚑ ○ ○ ○
簿記Ⅰ ⚒ ⚑ ○ ○
簿記Ⅱ ⚒ ⚑ ○ ○
金融システム ⚒ ⚑ ○ ○
情報リテラシー ⚔ ⚑ ○ ○
経営統計学概論Ⅰ ⚒ ⚑ ○ ○
経営統計学概論Ⅱ ⚒ ⚑ ○ ○
心理学概論Ⅰ ⚒ ⚑ ○ ○
心理学概論Ⅱ ⚒ ⚑ ○ ○

専
門
基
幹
科
目

経営管理Ⅰ ⚒ ⚒ ○
経営管理Ⅱ ⚒ ⚒ ○
経営組織 ⚒ ⚒ ○ ○ ○
組織文化 ⚒ ⚒ ○ ○
マーケティング戦略 ⚒ ⚒ ○ ○ ○
経営戦略Ⅰ ⚒ ⚒ ○ ○ ○
経営戦略Ⅱ ⚒ ⚒ ○ ○ ○
財務会計Ⅰ ⚒ ⚒ ○ ○
財務会計Ⅱ ⚒ ⚒ ○ ○
データ解析 ⚔ ⚒ ○ ○
社会心理学Ⅰ ⚒ ⚒ ○ ○
社会心理学Ⅱ ⚒ ⚒ ○ ○

専
門
展
開
科
目

経営学説史 ⚒ ⚒ ○
現代マネジメント理論 ⚒ ⚒ ○
グローバルビジネス ⚒ ⚒ ○
国際経営 ⚒ ⚒ ○
流通システム ⚒ ⚒ ○ ○
流通経営 ⚒ ⚒ ○ ○
ブランド経営 ⚒ ⚒ ○
商業簿記 ⚒ ⚒ ○
株式会社会計 ⚒ ⚒ ○
工業簿記 ⚒ ⚒ ○
原価計算 ⚒ ⚒ ○
ファイナンス ⚒ ⚒ ○ ○
情報科学 ⚒ ⚒ ○ ○
情報処理 ⚒ ⚒ ○ ○
経営情報 ⚒ ⚒ ○ ○
システム戦略 ⚒ ⚒ ○ ○
心理学研究法 ⚒ ⚒ ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii B iii C D E F G H

専
門
教
育
科
目

専
門
展
開
科
目

心理統計学 ⚒ ⚒ ○ ○
学習心理学 ⚒ ⚒ ○
適応の心理学 ⚒ ⚒ ○
公共経営論 ⚒ ⚓
非営利事業論 ⚒ ⚓
人的資源管理 ⚒ ⚓ ○
キャリア・マネジメント ⚒ ⚓ ○ ○
経営史 ⚒ ⚓
経営学原理 ⚒ ⚓ ○ ○
経営システム ⚒ ⚓
コーポレート・ガバナンス ⚒ ⚓ ○ ○
広告論 ⚒ ⚓ ○ ○
マーケティング・コミュニケーション ⚒ ⚓ ○ ○
消費者行動 ⚒ ⚓ ○ ○ ○
製品開発 ⚒ ⚓ ○ ○
企業行動 ⚒ ⚓ ○
日本企業論 ⚒ ⚓ ○
マーケティング・リサーチ ⚒ ⚓ ○ ○
ベンチャー経営 ⚒ ⚓ ○ ○
税務会計 ⚒ ⚓ ○
会計監査 ⚒ ⚓ ○
管理会計 ⚒ ⚓ ○ ○
マネジメント・コントロール ⚒ ⚓ ○ ○
コーポレート・ファイナンス ⚒ ⚓ ○ ○
経営科学 ⚒ ⚓ ○ ○
オペレーションズ・リサーチ ⚒ ⚓ ○ ○
情報システム ⚒ ⚓ ○ ○ ○
データベース ⚒ ⚓ ○ ○ ○
情報ネットワーク ⚒ ⚓ ○
マルチメディア ⚒ ⚓ ○
プログラミングA ⚔ ⚓ ○
プログラミングB ⚔ ⚓ ○
組織心理学 ⚒ ⚓ ○
チームの心理学 ⚒ ⚓ ○
人間行動論 ⚒ ⚓ ○ ○
行動意思決定論 ⚒ ⚓ ○ ○
認知心理学 ⚒ ⚓ ○
生涯発達心理学 ⚒ ⚓ ○
臨床心理学 ⚒ ⚓ ○
心的情報処理論 ⚒ ⚓ ○
問題解決の心理学 ⚒ ⚓ ○
心理学実験実習 ⚔ ⚓ ○

演習科目

演習Ⅰ ⚔ ⚒ ○
演習Ⅱ ⚔ ⚓ ○
英語演習Ⅰ ⚔ ⚒ ○ ○
英語演習Ⅱ ⚔ ⚓ ○ ○
卒業研究 ⚒ ⚔ ○

ビジネス英語科目

ビジネスライティング ⚒ ⚓ ○
ビジネスコミュニケーション ⚒ ⚓ ○
ビジネスリーディング ⚒ ⚓ ○
ビジネスプレゼンテーション ⚒ ⚓ ○
ディスカッションスキル ⚒ ⚓ ○
ビジネスディスカッション ⚒ ⚓ ○

キャリア形成科目

アカデミック・リテラシーⅠ ⚒ ⚑ ○
アカデミック・リテラシーⅡ ⚒ ⚑ ○
キャリアデザイン講座 ⚒ ⚒ ○ ○
海外総合実習Ⅰ ⚒ ⚒ ○ ○ ○
海外総合実習Ⅱ ⚒ ⚒ ○ ○ ○
ビジネスモデル分析 ⚒ ⚓ ○ ○
マーケット分析 ⚒ ⚓ ○ ○
企業研修リテラシー ⚑ ⚓ ○
企業研究 ⚑ ⚓ ○ ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii B iii C D E F G H

キャリア形成科目

企業研修A ⚑ ⚓ ○ ○
企業研修B ⚑ ⚓ ○ ○
キャリア育成講座 ⚒ ⚓ ○ ○
キャリア研修Ⅰ ⚑ ⚓ ○ ○
キャリア研修Ⅱ ⚑ ⚓ ○ ○
キャリア研修Ⅲ ⚑ ⚓ ○ ○
キャリア研修Ⅳ ⚑ ⚓ ○ ○

資格取得科目

会計Ⅰ ⚑ ⚑ ○
会計Ⅱ ⚑ ⚑ ○
情報Ⅰ ⚑ ⚑ ○
情報Ⅱ ⚑ ⚑ ○
英語Ⅰ ⚑ ⚑ ○ ○
英語Ⅱ ⚑ ⚑ ○ ○

経
済
学
・
法
学
・
歴
史
学
科
目

ミクロ経済学Ⅰ ⚒ ⚒ ○
ミクロ経済学Ⅱ ⚒ ⚒ ○
マクロ経済学Ⅰ ⚒ ⚒ ○
マクロ経済学Ⅱ ⚒ ⚒ ○
社会経済学Ⅰ ⚒ ⚒ ○
社会経済学Ⅱ ⚒ ⚒ ○
多国籍企業論Ⅰ ⚒ ⚓ ○
多国籍企業論Ⅱ ⚒ ⚓ ○
産業総論Ⅰ ⚒ ⚓ ○
産業総論Ⅱ ⚒ ⚓ ○
社会調査論Ⅰ ⚒ ⚓ ○
社会調査論Ⅱ ⚒ ⚓ ○
社会保障論Ⅰ ⚒ ⚓ ○
社会保障論Ⅱ ⚒ ⚓ ○
財政学Ⅰ ⚒ ⚓ ○
財政学Ⅱ ⚒ ⚓ ○
経済政策Ⅰ ⚒ ⚓ ○
経済政策Ⅱ ⚒ ⚓ ○
社会政策Ⅰ ⚒ ⚓ ○
社会政策Ⅱ ⚒ ⚓ ○
国際経済論Ⅰ ⚒ ⚓ ○
国際経済論Ⅱ ⚒ ⚓ ○
憲法 ⚔ ⚒ ○
行政法 ⚔ ⚒ ○
現代政治学 ⚔ ⚒ ○
商法Ⅰ ⚔ ⚓ ○
商法Ⅱ ⚔ ⚓ ○
国際法 ⚔ ⚓ ○
民法 ⚔ ⚓ ○
労働法 ⚔ ⚓ ○
経済法 ⚔ ⚓ ○
国際政治学 ⚔ ⚓ ○
日本史 ⚒ ⚒ ○
東洋史 ⚒ ⚒ ○
西洋史 ⚒ ⚒ ○
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経営学部⚒部経営学科カリキュラム・マップ
■経営学部経営学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
学則に定める所定の修業年限を満たし，学部の教育理念に基づき設置した科目を体系的に履修して卒業に必

要な単位数を修得することにより，学士（経営学）の学位を授与します。それぞれの学科で学位授与に至るま
でに修得すべき資質・能力は以下の通りです。

経営学科
(1) 経営・市場・企業・会計・情報・心理にかかわる経営分野の専門知識を体系的に修得していること。
(2) 専門知識を実践に活かし，組織や集団の創造性を高めるマネジメント能力を身につけていること。
(3) 選択したコースに応じて，次の能力を身につけていること。
ａ) 組織・マネジメントコースを選択した学生は，社会や組織の中の人間を理解し活かすマネジメント能力
を身につけていること。

ｂ) 戦略・マーケティングコースを選択した学生は，市場を理解，分析し，積極的に働きかけるマーケティ
ング能力を身につけていること。また，企業の戦略を分析し，構築していくビジネス能力を身につけてい
ること。

ｃ) 心理・人間行動コースを選択した学生は，個人・組織の心理的特性や行動メカニズムを理解し，組織・
マネジメントや戦略・マーケティング等に活かす能力を身につけていること。

(4) 幅広い視野と教養を身につけ，高い倫理観と責任感を持って，組織や社会の発展に貢献できること。

■経営学部経営学科の教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）
経営学部は，経営分野の専門知識とそれを活かす実践力をあわせもち，組織や社会の発展に貢献しうるマネ

ジメント能力に優れた人材を育成することを実現するために，次のようなカリキュラムを設置しています。
⚑．総合教育科目
幅広い教養知識を修得する⽛一般教育科目⽜を配置しています。一般教育科目には，すべての学修に通じる

基礎的な技能やリテラシーを身につける基盤科目。高い倫理観と責任感を有する，豊かな人間性の形成に必要
な教養的基礎を身につける教養科目。将来の有意義なキャリアを形成できるようになることを目的としたキャ
リア形成科目。学生自身の積極的な活動を支援するための体験型科目。外国人学生や海外帰国生徒を支援する
ために日本語および日本事情に関する科目として留学生科目を配置しています。これら一般教育科目に関して
は，専門教育科目の配置を工夫することにより，教養教育と専門教育とのバランスが取れた学修機会を提供し
ています。
⚒．初年次教育
初年次教育では，経営学分野の基本的な思考方法と基礎的知識とを学び，無理なく専門教育に移行できるよ

う⽛専門導入科目⽜を⚑年次に配置しています。また，高度情報化社会における基礎的能力を養成する⽛情報
リテラシー⽜をそれぞれ⚑年次に履修必修として配置しています。
⚓．専門教育科目
⚑年次の専門導入科目で修得した基礎的内容を理論的に理解し，経営分野への関心を醸成するとともに，基

礎的・専門的知識の修得ができるよう⽛専門基幹科目⽜を⚒年次に配置しています。さらに，学生個々の興味・
関心に基づき，自ら主体的・積極的に経営分野の専門知識を修得するために，専門導入科目および専門基幹科
目で修得した専門知識をさらに掘り下げる⽛専門展開科目⽜を⚒年次以降に配置しています。
⚔．演習・キャリア教育
問題発見能力の育成を図り，現実的諸問題の解決にあたり専門知識を創造的に適用できる実践力を育成する

ため⽛演習科目⽜を⚓・⚔年次に配置しています。さらに⽛キャリア形成科目⽜として，学生が自身のキャリ
ア形成に関する道筋をより明確にし，卒業後の進路や職業選択を意識しつつ大学生活が送れるよう，実習科目
である⽛キャリア研修⽜を⚑年次から配置しているほか，語学教育と専門教育とを融合し，海外での生活体験，
英語の実践的な運用能力を養成する実習科目である⽛海外総合実習⽜を⚒年次に配置しています。
情報・会計・英語関連の資格取得に向けて学生の主体的・積極的な学修を促進する⽛資格取得科目⽜を⚑年

次以降に設置しています。経営分野の学修に不可欠な経済学・法学・歴史学に関する基礎的知識を修得する⽛経
済学・法学・歴史学科目⽜を⚒年次以降に配置しています。
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⚕．コース制
専門導入科目・専門基幹科目・専門展開科目における科目間の体系性・連動性に基づいて専門教育科目が学

修できるよう，それぞれの学科で以下のように教育目標を定めたコースを設置しています。

経営学科
組織・マネジメントコース
企業・NPO・行政における組織マネジメント能力と，社会や組織の中の人間を理解し活かすマネジメント能力
を養成する。
戦略・マーケティングコース
市場を理解，分析し，積極的に働きかけるマーケティング能力と，企業の戦略を分析し，構築していくビジネ
ス能力を養成する。
心理・人間行動コース
個人・組織の心理的特性や行動メカニズムを理解し，組織・マネジメントや戦略・マーケティング等に活かす
能力を養成する。

〈到達目標〉 対応する学位授与方針
A 経営学分野への関心を醸成し，その基礎的知識を修得する。 1

B

ⅰ 組織マネジメントコースでは，NPO・行政における組織マネジメント能力
と，社会や組織の中の人間を理解し活かすマネジメント能力を身につける。 2-3a

ⅱ
戦略・マーケティングコースでは，市場を理解，分析し，積極的に働きか
けるマーケティング能力と，企業の戦略を分析し，構築していくビジネス
能力を身につける。

2-3b

ⅲ
心理・人間行動コースでは，個人・組織の心理的特性や行動メカニズムを
理解し，組織・マネジメントや戦略・マーケティングに活かす能力を身に
つける。

2-3c

C 主体的な問題解決能力を養い，現実の経営や地域社会において生起する諸
問題について専門的知識を創造的に適用しうる実践的能力を身につける。 2

D 経営学分野の学修に不可欠な，経済学および法学・歴史学についての基礎
的知識を身につける。 4

E さまざまな学修に通じる基礎的な知識やスキル，リテラシーを獲得する。 4
F 一般的・普遍的な教養を身につける。 4

―83―



授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii B iii C D E F

総
合
教
育
科
目
／
一
般
教
育
科
目

基
盤
科
目

言
語

英
語

英語リーディングⅠ ⚑ ⚑ ○
英語リーディングⅡ ⚑ ⚑ ○
英語コミュニケーションⅠ ⚑ ⚑ ○
英語コミュニケーションⅡ ⚑ ⚑ ○
英語特講Ⅰ ⚑ ⚑ ○
英語特講Ⅱ ⚑ ⚑ ○
英語文化演習Ⅰ ⚒ ⚒ ○
英語文化演習Ⅱ ⚒ ⚒ ○

共通 世界の言語と文化 ⚒ ⚑ ○

ド
イ
ツ
語

ドイツ語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
ドイツ語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
ドイツ語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
ドイツ語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
ドイツ語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
ドイツ語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
ドイツ語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
ドイツ語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
ドイツ語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
ドイツ語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○

フ
ラ
ン
ス
語

フランス語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
フランス語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
フランス語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
フランス語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
フランス語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
フランス語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
フランス語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
フランス語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
フランス語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
フランス語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○

中
国
語

中国語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
中国語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
中国語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
中国語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
中国語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
中国語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
中国語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
中国語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
中国語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
中国語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○

ロ
シ
ア
語

ロシア語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
ロシア語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
ロシア語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
ロシア語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
ロシア語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
ロシア語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
ロシア語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
ロシア語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
ロシア語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
ロシア語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○

韓
国
・
朝
鮮
語

韓国・朝鮮語基礎Ⅰ ⚑ ⚑ ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅱ ⚑ ⚑ ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅲ ⚑ ⚒ ○
韓国・朝鮮語基礎Ⅳ ⚑ ⚒ ○
韓国・朝鮮語会話Ⅰ ⚑ ⚑ ○
韓国・朝鮮語会話Ⅱ ⚑ ⚑ ○
韓国・朝鮮語会話Ⅲ ⚑ ⚒ ○
韓国・朝鮮語会話Ⅳ ⚑ ⚒ ○
韓国・朝鮮語文化演習Ⅰ ⚒ ⚓ ○
韓国・朝鮮語文化演習Ⅱ ⚒ ⚓ ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii B iii C D E F

総
合
教
育
科
目
／
一
般
教
育
科
目

基
盤
科
目

身
体

健康とスポーツの科学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
健康とスポーツの科学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
体育実技ⅠA ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅠB ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅡA ⚑ ⚑ ○
体育実技ⅡB ⚑ ⚑ ○

情
報

情報技術論 ⚒ ⚑ ○
情報と社会 ⚒ ⚑ ○

教
養
科
目

人
文
科
学

自
己

哲学 ⚒ ⚑ ○
倫理学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
倫理学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
論理学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
論理学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
社会思想史 ⚒ ⚑ ○
行動科学 ⚒ ⚑ ○
基礎心理学 ⚒ ⚑ ○
人間関係論 ⚒ ⚑ ○

文
化

日本文学 ⚒ ⚑ ○
外国文学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
外国文学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
言語学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
言語学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
芸術論Ⅰ ⚒ ⚑ ○
芸術論Ⅱ ⚒ ⚑ ○
異文化コミュニケーション ⚒ ⚑ ○
現代文化論 ⚒ ⚑ ○

歴
史

歴史学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
歴史学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
歴史学Ⅲ ⚒ ⚑ ○
歴史学Ⅳ ⚒ ⚑ ○
考古学 ⚒ ⚑ ○

社
会
科
学

社
会
構
造

法学 ⚒ ⚑ ○
日本国憲法 ⚒ ⚑ ○
経済学 ⚒ ⚑ ○
政治学 ⚒ ⚑ ○
社会学 ⚒ ⚑ ○
マスコミ論 ⚒ ⚑ ○
生涯学習論 ⚒ ⚑ ○

地
域

地理学 ⚒ ⚑ ○
人類学 ⚒ ⚑ ○
地誌学 ⚒ ⚑ ○
国際事情 ⚒ ⚑ ○
カナダの自然と社会Ⅰ ⚒ ⚑ ○
カナダの自然と社会Ⅱ ⚒ ⚑ ○

自
然
科
学

環
境

地球科学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
地球科学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
環境生物科学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
環境生物科学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
物質科学 ⚒ ⚑ ○
物質環境科学 ⚒ ⚑ ○
宇宙科学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
宇宙科学Ⅱ ⚒ ⚑ ○

普
遍
性

数学概論Ⅰ ⚒ ⚑ ○
数学概論Ⅱ ⚒ ⚑ ○
統計学Ⅰ ⚒ ⚑ ○
統計学Ⅱ ⚒ ⚑ ○
物理学概論 ⚒ ⚑ ○

北
海
道
学

－

北海道史 ⚒ ⚑ ○
北方圏文化論 ⚒ ⚑ ○
北海道文学 ⚒ ⚑ ○
アイヌの言語と文化 ⚒ ⚑ ○
大学史 ⚒ ⚑ ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii B iii C D E F
総
合
教
育
科
目
／
一
般
教
育
科
目

教
養
科
目

形
成
科
目

キ
ャ
リ
ア

－ キャリア・ガイダンス ⚑ ⚑ ○

体
験
型
科
目

－

海外文化Ⅰ ⚑ ⚑ ○
海外文化Ⅱ ⚑ ⚑ ○
海外文化Ⅲ ⚑ ⚒ ○
海外文化Ⅳ ⚑ ⚒ ○

専
門
教
育
科
目

専
門
導
入
科
目

経営学概論Ⅰ ⚒ ⚑ ○ ○
経営学概論Ⅱ ⚒ ⚑ ○ ○
企業論 ⚒ ⚑ ○ ○
ビジネスエコノミクス ⚒ ⚑ ○ ○
マーケティング ⚒ ⚑ ○ ○
簿記Ⅰ ⚒ ⚑ ○
簿記Ⅱ ⚒ ⚑ ○
金融システム ⚒ ⚑ ○ ○
情報リテラシー ⚔ ⚑ ○
経営統計学概論Ⅰ ⚒ ⚑ ○
経営統計学概論Ⅱ ⚒ ⚑ ○
心理学概論Ⅰ ⚒ ⚑ ○ ○
心理学概論Ⅱ ⚒ ⚑ ○ ○

専
門
基
幹
科
目

経営管理Ⅰ ⚒ ⚒ ○ ○
経営管理Ⅱ ⚒ ⚒ ○ ○
経営組織 ⚒ ⚒ ○ ○
組織文化 ⚒ ⚒ ○ ○
マーケティング戦略 ⚒ ⚒ ○ ○
経営戦略Ⅰ ⚒ ⚒ ○ ○
経営戦略Ⅱ ⚒ ⚒ ○ ○
財務会計Ⅰ ⚒ ⚒ ○
財務会計Ⅱ ⚒ ⚒ ○
データ解析 ⚔ ⚒ ○
社会心理学Ⅰ ⚒ ⚒ ○ ○
社会心理学Ⅱ ⚒ ⚒ ○ ○

専
門
展
開
科
目

経営学説史 ⚒ ⚒ ○ ○
現代マネジメント理論 ⚒ ⚒ ○ ○
グローバルビジネス ⚒ ⚒ ○ ○
国際経営 ⚒ ⚒ ○ ○
流通システム ⚒ ⚒ ○
流通経営 ⚒ ⚒ ○
ブランド経営 ⚒ ⚒ ○ ○ ○
工業簿記 ⚒ ⚒ ○
原価計算 ⚒ ⚒ ○
ファイナンス ⚒ ⚒ ○
情報科学 ⚒ ⚒ ○
情報処理 ⚒ ⚒ ○
経営情報 ⚒ ⚒ ○ ○ ○
システム戦略 ⚒ ⚒ ○ ○
心理学研究法 ⚒ ⚒ ○
心理統計学 ⚒ ⚒ ○
学習心理学 ⚒ ⚒ ○ ○
適応の心理学 ⚒ ⚒ ○ ○
公共経営論 ⚒ ⚓ ○ ○
非営利事業論 ⚒ ⚓ ○ ○
人的資源管理 ⚒ ⚓ ○ ○
キャリア・マネジメント ⚒ ⚓ ○ ○
経営史 ⚒ ⚓ ○ ○
経営学原理 ⚒ ⚓ ○ ○ ○
経営システム ⚒ ⚓ ○
コーポレート・ガバナンス ⚒ ⚓ ○ ○
広告論 ⚒ ⚓ ○ ○
マーケティング・コミュニケーション ⚒ ⚓ ○ ○
製品開発 ⚒ ⚓ ○ ○ ○
企業行動 ⚒ ⚓ ○ ○
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授業科目名 単位 開講
年次

到達目標 備考A B i B ii B iii C D E F

専
門
教
育
科
目

専
門
展
開
科
目

日本企業論 ⚒ ⚓ ○ ○
マーケティング・リサーチ ⚒ ⚓ ○ ○
ベンチャー経営 ⚒ ⚓ ○ ○ ○
管理会計 ⚒ ⚓ ○ ○
マネジメント・コントロール ⚒ ⚓ ○ ○
コーポレート・ファイナンス ⚒ ⚓ ○
情報システム ⚒ ⚓ ○ ○
データベース ⚒ ⚓ ○ ○
プログラミングA ⚔ ⚓ ○
プログラミングB ⚔ ⚓ ○
組織心理学 ⚒ ⚓ ○ ○ ○
チームの心理学 ⚒ ⚓ ○ ○
人間行動論 ⚒ ⚓ ○ ○
行動意思決定論 ⚒ ⚓ ○ ○
認知心理学 ⚒ ⚓ ○
生涯発達心理学 ⚒ ⚓ ○
臨床心理学 ⚒ ⚓ ○
心的情報処理論 ⚒ ⚓ ○
問題解決の心理学 ⚒ ⚓ ○ ○
心理学実験実習 ⚔ ⚓ ○

演習科目 演習A ⚔ ⚓ ○
演習B ⚔ ⚓ ○

キャリア形成科目

海外総合実習Ⅰ ⚒ ⚒ ○
海外総合実習Ⅱ ⚒ ⚒ ○
キャリア研修Ⅰ ⚑ ⚓ ○
キャリア研修Ⅱ ⚑ ⚓ ○
キャリア研修Ⅲ ⚑ ⚓ ○
キャリア研修Ⅳ ⚑ ⚓ ○

資格取得科目

会計Ⅰ ⚑ ⚑ ○
会計Ⅱ ⚑ ⚑ ○
情報Ⅰ ⚑ ⚑ ○
情報Ⅱ ⚑ ⚑ ○
英語Ⅰ ⚑ ⚑ ○
英語Ⅱ ⚑ ⚑ ○

経
済
学
・
法
学
・
歴
史
学
科
目

ミクロ経済学Ⅰ ⚒ ⚒ ○
ミクロ経済学Ⅱ ⚒ ⚒ ○
マクロ経済学Ⅰ ⚒ ⚒ ○
マクロ経済学Ⅱ ⚒ ⚒ ○
社会経済学Ⅰ ⚒ ⚒ ○
社会経済学Ⅱ ⚒ ⚒ ○
多国籍企業論Ⅰ ⚒ ⚓ ○
多国籍企業論Ⅱ ⚒ ⚓ ○
産業経済論 ⚒ ⚓ ○
資源・エネルギー経済論 ⚒ ⚓ ○
社会調査論Ⅰ ⚒ ⚓ ○
社会調査論Ⅱ ⚒ ⚓ ○
社会保障論Ⅰ ⚒ ⚓ ○
社会保障論Ⅱ ⚒ ⚓ ○
財政学Ⅰ ⚒ ⚓ ○
財政学Ⅱ ⚒ ⚓ ○
経済政策Ⅰ ⚒ ⚓ ○
経済政策Ⅱ ⚒ ⚓ ○
社会政策Ⅰ ⚒ ⚓ ○
社会政策Ⅱ ⚒ ⚓ ○
現代政治学 ⚔ ⚒ ○
商法 ⚔ ⚓ ○
国際法 ⚔ ⚓ ○
民法 ⚔ ⚓ ○
労働法 ⚔ ⚓ ○
経済法 ⚔ ⚓ ○
国際政治学 ⚔ ⚓ ○
日本史 ⚒ ⚒ ○
東洋史 ⚒ ⚒ ○
西洋史 ⚒ ⚒ ○
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経営学部⚑部経営学科 カリキュラム・ツリー

専門－展開科目

専門－導入科目

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

導
入

基
礎

発
展

応
用

DP1 DP2 DP3 DP2 DP2DP3

【DP1】
経営・市場・企業にかかわる
経営分野の専門知識を体系的
に修得していること。

【DP2】
専門知識を実践に活かし，組織や
集団の創造性を高めるマネジメン
ト能力を身につけていること。

【DP3】
選択したコースに応じて，次の能力を身につけていること。
a）組織・マネジメントコースを選択した学生は，社会や組織の中の
人間を理解し活かすマネジメント能力を身につけていること。

【到達目標】（A）
経営学分野への
関心を醸成し，
その基礎的知識
を修得する。

【到達目標】（Bⅰ）
組織・マネジメントコースで
は，企業・NPO・行政におけ
る組織マネジメント能力と，
社会や組織の中の人間を理解
し，活かすマネジメント能力
を身につける。

【到達目標】（Bⅱ）
戦略・マーケティングコース
では，市場を理解し，分析し，
積極的に働きかけるマーケ
ティング能力と，企業の戦略
を分析し，構築していくビジ
ネス能力を身につける。

【到達目標】（C）
主体的な問題解決能力を養い，
現実の経営や地域社会において
生起する諸問題について専門的
知識を創造的に適用しうる実践
的能力を身につける。

経営学説史 現代マネジメント理論 グローバルビジネス 国際経営
ブランド経営 経営情報 システム戦略 学習心理学
流通システム 工業簿記 原価計算 情報科学
心理統計学 情報処理

専門－展開科目

コーポレート・ガバナンス 心的情報処理論 人間行動論 行動意思決定論 問題解決の心理学
非営利事業論 人的資源管理 キャリア・マネジメント 経営史 経営学原理
ベンチャー経営 企業行動 日本企業論

消費者行動
管理会計 マネジメント・コントロール

マーケティング・コミュニケーション マーケティング・リサーチコーポレート・ファイナンス
税務会計 心理学実験実習 マルチメディア 会計監査 データベース

生涯発達心理学 臨床心理学 情報システム プログラミングA プログラミングB

専門－基幹科目

経営管理Ⅰ・Ⅱ
組織文化
経営組織

財務会計Ⅰ・Ⅱ

経営戦略Ⅰ・Ⅱ
マーケティング戦略
データ解析

社会心理学Ⅰ・Ⅱ

経営学概論Ⅰ・Ⅱ 企業論 簿記Ⅰ・Ⅱ
情報リテラシー金融システム マーケティング

ビジネスエコノミクス
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演習科目

一
般
教
育
科
目
（
基
盤
科
目
・
教
養
科
目
）

経
済
学
・
法
学
・
歴
史
学
科
目

資
格
取
得
科
目
（
会
計
・
情
報
・
英
語
）

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
科
目

総
合
実
践
英
語

DP1 DP2 DP5 DP5 DP4 DP5 DP5

b）戦略・マーケティングコースを選択した学生は，市場を理解，分析し，
積極的に働きかけるマーケティング能力を身につけていること。また，
企業の戦略を分析し，構築していくビジネス能力を身につけていること。

【DP4】
国際的コミュニケーショ
ン能力を身につけている
こと。

【DP5】
幅広い視野と教養を身につけ，高
い倫理観と責任感を持って，組織
や社会の発展に貢献できること。

DP4

【到達目標】（D）
国際的コミュニケー
ション能力を身につ
ける。社会に出た時
に役立つ英語の基礎
力，応用力を身につ
ける。

【到達目標】（E）
アカデミックリテラシー，アカデ
ミックキャリアを形成する。卒業後
の進路や職業選択について，学生自
らが意識する。社会や企業の現実の
姿を知ることにより，将来の有意義
なキャリアを形成する。

【到達目標】（G）
さまざまな学修
に通じる基礎的
な知識やスキル，
リテラシーを獲
得する。

【到達目標】（F）
経営学分野の学
修に不可欠な，
経済学および法
学・歴史学につ
いての基礎的知
識を身につける。

【到達目標】（H）
一般的・普遍的
な教養を身につ
ける。

流通経営適応の心理学
株式会社会計商業簿記

心理学研究法ファイナンス

公共経営論チームの心理学
製品開発経営システム
広告論組織心理学

オペレーションズ・リサーチ経営科学
認知心理学情報ネットワーク

心理学概論Ⅰ・Ⅱ
経営統計学概論Ⅰ・Ⅱ

卒業研究

演習Ⅰ

演習Ⅱ
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経営学部⚑部経営情報学科 カリキュラム・ツリー

専門－展開科目

専門－導入科目

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

導
入

基
礎

発
展

応
用

DP1 DP2 DP3a DP2 DP2DP3b DP3c

【DP1】
会計・情報・心理にかかわ
る経営分野の専門知識を体
系的に修得していること。

【DP2】
専門知識を実践に活かし，組織や
集団の創造性を高めるマネジメン
ト能力を身につけていること。

【DP3】
選択したコースに応じて，次の能力を身につけていること。
a）会計・ファイナンスコースを選択した学生は，組織におけるマネジメントを会計的・財務的な視点から分析し，
組織のイノベーションや戦略の策定に貢献する能力を身につけていること。また，会計に精通した企業人ある
いは職業会計人に相応しい専門知識とそれを実践的に活用する能力を身につけていること。

【到達目標】（A）
経営学分野への
関心を醸成し，
その基礎的知識
を修得する。

【到達目標】（Bⅰ）
会計・ファイナンスコースでは，①組
織におけるマネジメントを会計的・財
務的な視点から分析し，組織のイノ
ベーションや戦略の策定に貢献する能
力，あるいは②会計専門職として組織
の発展を支援する能力を身につける。

【到達目標】（Bⅱ）
情報・マネジメントコース
では，①情報を活かす組織・
戦略マネジメント能力，あ
るいは②高度情報ネット
ワーク社会をリードする専
門能力を身につける。

【到達目標】（Bⅲ）
心理・人間行動コースでは，
個人・組織の心理的特性や
行動メカニズムを理解し，
組織・マネジメントや戦略・
マーケティングに活かす能
力を身につける。

DP2

【到達目標】（C）
主体的な問題解決能力を
養い，現実の経営や地域
社会において生起する諸
問題について専門的知識
を創造的に適用しうる実
践的能力を身につける。

商業簿記 工業簿記 原価計算
流通経営 ファイナンス 情報科学
システム戦略 心理統計学 経営学説史
学習心理学 心理学研究法 適応の心理学

専門－展開科目

公共経営論 非営利事業論 経営史 経営システム 企業行動
会計監査 管理会計 経営科学 ベンチャー経営 オペレーションズ・リサーチ
人間行動論 行動意思決定論 コーポレート・ガバナンス

経営学原理
情報ネットワーク マルチメディア

コーポレート・ファイナンス マーケティング・コミュニケーション広告論 製品開発
人的資源管理 キャリア・マネジメント 組織心理学 チームの心理学 認知心理学
心的情報処理論 問題解決の心理学 心理学実験実習 消費者行動 データベース

専門－基幹科目

経営管理Ⅰ・Ⅱ
経営戦略Ⅰ・Ⅱ
データ解析
組織文化

財務会計Ⅰ・Ⅱ
経営組織

マーケティング戦略
社会心理学Ⅰ・Ⅱ

経営学概論Ⅰ・Ⅱ 企業論 ビジネスエコノミクス
金融システム
心理学概論Ⅰ・Ⅱ

情報リテラシー 経営統計学概論Ⅰ・Ⅱ
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演習科目

一
般
教
育
科
目
（
基
盤
科
目
・
教
養
科
目
）

経
済
学
・
法
学
・
歴
史
学
科
目

資
格
取
得
科
目
（
会
計
・
情
報
・
英
語
）

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
科
目

総
合
実
践
英
語

DP4 DP1 DP2 DP5 DP5 DP4 DP5

b）情報・マネジメントコースを選択した学生は，高度情報ネットワーク社会をリードする専門知識と情報を実践
的に活用する組織・戦略マネジメント能力を身につけていること。
c）心理・人間行動コースを選択した学生は，個人・組織の心理的特性や行動メカニズムを理解し，組織・マネジ
メントや戦略・マーケティング等に活かす能力を身につけていること。

【DP4】
国際的コミュニケー
ション能力を身につ
けていること。

【DP5】
幅広い視野と教養を身につけ，高い倫
理観と責任感を持って，組織や社会の
発展に貢献できること。

【到達目標】（D）
国際的コミュニケー
ション能力を身につ
ける。社会に出た時
に役立つ英語の基礎
力，応用力を身につ
ける。

【到達目標】（F）
経営学分野の学習
に不可欠な，経済
学および法学・歴
史学についての基
礎的知識を身につ
ける。

【到達目標】（E）
アカデミックリテラシー，アカデミッ
クキャリアを形成する。卒業後の進路
や職業選択について，学生自らが意識
する。社会や企業の現実の姿を知るこ
とにより，将来の有意義なキャリアを
形成する。

【到達目標】（H）
一般的・普遍的
な教養を身につ
ける。

DP5

【到達目標】（G）
さまざまな学修
に通じる基礎的
な知識やスキル，
リテラシーを獲
得する。

経営情報情報処理
流通システム株式会社会計

ブランド経営国際経営
グローバルビジネス現代マネジメント理論

税務会計日本企業論
マネジメント・コントロール

プログラミングBプログラミングA

情報システム

マーケティング・リサーチ
臨床心理学生涯発達心理学

簿記Ⅰ・Ⅱ
マーケティング

卒業研究

演習Ⅰ

演習Ⅱ
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経営学部⚒部経営学科 カリキュラム・ツリー

専門－展開科目

専門－導入科目

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

導
入

基
礎

発
展

応
用

DP1 DP2 DP3a DP2 DP2DP3b DP3c

【DP1】
経営・市場・企業・会計・情報・
心理にかかわる経営分野の専門知
識を体系的に修得していること。

【DP2】
専門知識を実践に活かし，組織や
集団の創造性を高めるマネジメン
ト能力を身につけていること。

【DP3】
選択したコースに応じて，次の能力を身につけていること。
a）組織・マネジメントコースを選択した学生は，社会や組織の中の人間を理
解し活かすマネジメント能力を身につけていること。
b）戦略・マーケティングコースを選択した学生は，市場を理解，分析し，積

【到達目標】（A）
経営学分野への関心を醸
成し，その基礎的知識を
修得する。

【到達目標】（Bⅰ）
組織マネジメントコースで
は，NPO・行政における
組織マネジメント能力と，
社会や組織の中の人間を理
解し活かすマネジメント能
力を身につける。

【到達目標】（Bⅱ）
戦略・マーケティングコー
スでは，市場を理解，分析し，
積極的に働きかけるマーケ
ティング能力と，企業の戦
略を分析し，構築していく
ビジネス能力を身につける。

【到達目標】（Bⅲ）
心理・人間行動コースでは，
個人・組織の心理的特性や
行動メカニズムを理解し，
組織・マネジメントや戦略・
マーケティングに活かす能
力を身につける。

経営学説史 現代マネジメント理論 国際経営
適応の心理学 システム戦略 流通経営
原価計算 ファイナンス 情報科学
心理統計学 ブランド経営 経営情報

専門－展開科目

経営システム 公共経営論 非営利事業論 経営史 企業行動
マネジメント・コントロール 情報システム データベース コーポレート・ガバナンス

人間行動論 広告論行動意思決定論 チームの心理学 コーポレート・ファイナンス
マーケティング・リサーチ 問題解決の心理学 心的情報処理論 認知心理学 生涯発達心理学
経営学原理 ベンチャー経営 組織心理学 製品開発 プログラミングA

専門－基幹科目

経営管理Ⅰ・Ⅱ
組織文化

マーケティング戦略
財務会計Ⅰ・Ⅱ

経営組織
経営戦略Ⅰ・Ⅱ
社会心理学Ⅰ・Ⅱ
データ解析

経営学概論Ⅰ・Ⅱ 企業論 金融システム
ビジネスエコノミクス
経営統計学概論Ⅰ・Ⅱ

心理学概論Ⅰ・Ⅱ 情報リテラシー
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演習科目

一
般
教
育
科
目
（
基
盤
科
目
・
教
養
科
目
）

経
済
学
・
法
学
・
歴
史
学
科
目

資
格
取
得
科
目
（
会
計
・
情
報
・
英
語
）

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

DP2 DP4 DP4 DP4

極的に働きかけるマーケティング能力を身につけていること。また，企業の戦略を分析し，
構築していくビジネス能力を身につけていること。
c）心理・人間行動コースを選択した学生は，個人・組織の心理的特性や行動メカニズムを
理解し，組織・マネジメントや戦略・マーケティング等に活かす能力を身につけていること。

【DP4】
幅広い視野と教養を身につけ，高い倫理観と責任
感を持って，組織や社会の発展に貢献できること。

【到達目標】（C）
主体的な問題解決能力を養い，
現実の経営や地域社会におい
て生起する諸問題について専
門的知識を創造的に適用しう
る実践的能力を身につける。

【到達目標】（F）
一般的・普遍的な教養を
身につける。

【到達目標】（D）
経営学分野の学修に不可
欠な，経済学および法学・
歴史学についての基礎的
知識を身につける。

【到達目標】（E）
さまざまな学修に通じる
基礎的な知識やスキル，
リテラシーを獲得する。

工業簿記流通システム
学習心理学グローバルビジネス

心理学研究法情報処理

管理会計日本企業論
キャリア・マネジメント人的資源管理

マーケティング・コミュニケーション

プログラミングB
心理学実験実習臨床心理学

マーケティング
簿記Ⅰ・Ⅱ

演習A・B



Ⅳ．試験
⚑．定期試験
⑴ 定期試験について
⚑) 定期試験は原則として学期末に行われます（科目によっては定期試験期間外に試験を実施する場合
や，試験を実施しない場合もあるので注意してください）。

⚒) 実施時期および期間については⽛行事日程表⽜（⚕ページ）を参照してください。
⚓) 定期試験は原則として60分とし，⽛試験時間割⽜は別に定めて掲示するほか，G-PLUS!でも配信しま
す。

⚔) 下記のいずれかに該当するものは定期試験を受けることができません。
① 履修登録をしていない者
② 出席時間数が規程に満たない者
③ 試験時間に20分以上遅刻した者
④ 学生証を所持していない者

⚕) 定期試験を受けることができなかった者は，試験期間終了後，指定の期日までに理由書（診断書ま
たは証明書）を添付した⽛試験欠席届⽜を経営学部事務室に提出してください。提出しなければ受験
放棄とみなされます。この届出がなければ，追試験を受けることができません。

⚖) 定期試験期間前に，あらかじめ定期試験を欠席しなければならないことが分かっている場合は，経
営学部事務室に申し出て下さい。定期試験期間以外の試験等で成績評価が行われる場合は，担当教員
に申し出て下さい。

⚗) 不正行為のあった場合は⽛当該科目の年度内受講を停止し，単位は認定せず，当該試験期間中の受
験を停止し，当該試験期間中の全科目を⚐点とする⽜（但し，追試験の場合は，当該追試験期間中の全
科目，および当該学期定期試験期間中の全科目を⚐点とする）ほか，その後⽛懲戒⽜を含む厳重な処
置がとられます。
定期試験時間

試験時間

部 別 時 限 時 間

⚑部

⚑時限目 9：00～10：00
⚒時限目 10：30～11：30
⚓時限目 12：00～13：00
⚔時限目 13：30～14：30
⚕時限目 15：00～16：00
⚖時限目 16：30～17：30

⚒部
⚑時限目 18：00～19：00
⚒時限目 19：30～20：30

⚒．追試験
⑴ 追試験について
⚑) 追試験とは病気その他の正当な理由で定期試験を受験できなかった場合のみ，受験できます。

しかし，どの科目についても実施されるとは限りません。
⚒) 追試験を受けようとする学生は，次の手続きが必要です。
① 定期試験期間終了後，指定の期日までに理由書（診断書または証明書）を添付した⽛試験欠席届⽜
を経営学部事務室に提出してください。

② 定期試験の欠席理由が正当であると判断されたか否かは，追試験申込受付の日に窓口で確認して
ください。

③ 追試験の受験希望者は⽛追試験受験申込書⽜と自動証明書発行機より⚑科目500円を支払って申請
書を入手し，あわせて必要事項を記入のうえ所定の期間内に経営学部事務室に願い出てください。

⚓) 追試験は次の場合に認められます。
① 病気欠席の場合（診断書を添付してください。）

診断書は病名，および受診日・通院期間が記載されていなければなりません。
② その他の場合
ア) 入社試験の場合（そのことを証明する文書を添付してください）
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イ) 出張（⚒部生のみ）の場合（職場長の出張証明書を添付してください）
ウ) 交通事故の場合
ａ．公共交通機関を利用して，通学途中交通事故などによって，受験できなかった場合は，公共
交通機関発行の証明書を添付してください。
証明書が発行されない交通機関の場合は，速やかに経営学部事務室に申し出てください。

ｂ．通学途中，交通事故にあった場合は，警察署の事故証明書を添付してください。
エ) 葬儀の場合（会葬挨拶の葉書，新聞掲載⽛おくやみ⽜記事などを添付してください）
オ) 試験本部で正当な理由であると認められた場合を除き，遅刻による追試験は許可しません。
カ) その他緊急やむなき理由の場合，まずは経営学部事務室に確認し，その指示に従ってください。

⚔) 追試験は第⚑学期については⚙月，第⚒学期については⚒月に行います。

⚓．受験心得
⑴ 受験者は，試験場に掲示されている指定座席で受験すること。
⑵ 受験者は，学生証を机上に掲示（通路側）しなければ，受験できない。
⚑) 学生証を紛失した学生は，あらかじめ再発行の手続きをとること。
⚒) 学生証を忘れた者は，各学部事務室ならびに教務センター事務室（工学部⚑年生）に申し出て仮受
験票の発行を受けること。発行は，試験開始時間の10分前より取り扱う。ただし，仮受験票は発行当
日のみ有効とする。また，仮受験票の発行は当定期試験期間中⚑回限りとする。

⚓) 有効期限が経過した学生証では，受験できない。
⑶ 受験科目は，履修許可を受けた科目に限る。
⑷ 答案用紙を受取った後，試験監督者の指示に従って，指定欄⚒ヶ所に学年，組，学生番号，氏名を記
入すること。

⑸ 答案用紙を受け取った後は，急病により受験を中断した場合でも有効答案として扱われる（追試験を
受けることができない）ので，受験にあたっては体調管理に万全を期すこと。

⑹ 試験開始後20分までは入室することができる。試験開始後20分を超えて遅刻してきた者は受験できな
い。

⑺ 試験開始後30分までは，退室できない。
⑻ 試験場において特に参照を許可されたもの以外は，ᷥにしまい，机の中には何も置かないこと。
⚑) 参照許可物は，自ら持参したものに限る。試験場での貸し借りを禁ずる。これに違反した者は不正
行為とみなす。

⚒) 持ち込み許可の六法全書は，特段の指示がない限り，下記に指定されたもので，書き込みのないも
のに限る（判例・解説等の付録の参照は不可）。書き込みのある六法全書を使用した場合は，試験科目
や問題範囲にかかわりなく不可で，もし書き込みがあれば不正行為とみなされる。
〔大学が指定する六法全書〕
有 斐 閣：⽝六法全書⽞⽝ポケット六法⽞
信 山 社：⽝標準六法⽞
三 省 堂：⽝デイリー六法⽞

⑼ 電子機器（スマートフォン・携帯電話・電卓）及びこれに類するものは，試験場では電源を切りᷥの
中にしまうこと。試験中に電子機器の時計機能や電卓機能を利用することはできない。また試験中にこ
れらの電子機器を操作・参照することを禁じる。これに違反したものは不正行為とみなす。

⑽ 試験中は，物品の貸借および私語を禁ずる。なお，事務室も文房具その他の貸し出しは行わないので，
事前に十分の準備をすること。

⑾ 不正行為〔本人以外の受験，答案の交換又は貸借，不正行為用の文書類の所持（試験科目および問題
の範囲にかかわらない），参照許可物以外のものの参照，試験監督者の指示に従わない等〕があった場合
は，⽛退場⽜を命じられ，次の措置がとられる。
《定期試験の場合》
⚑) 当科目の年度内受講を停止し，単位は認定しない。
⚒) 当試験期間中の受験を停止し，当試験期間中の全科目を⚐点とする。
⚓) その後⽛懲戒⽜を含む厳重な処置をとる。
《追試験の場合》
⚑) 第⚑学期追試験：当試験期間中の受験を停止し，当試験期間中の全科目（第⚑学期定期試験科目を

含む）を⚐点とする。
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⚒) 第⚒学期追試験：当試験期間中の受験を停止し，当試験期間中の全科目（第⚒学期定期試験科目を
含む）を⚐点とする。

⚓) その後⽛懲戒⽜を含む厳重な処置をとる。
⑿ 答案を提出する場合は，試験監督者の指示する場所に提出し，速やかに退室すること。
⒀ 受験者は，たとえ解答ができなくとも答案用紙に学生番号，氏名を記入して，必ず提出すること。提
出しない場合，試験の正常な運営を妨げる不正行為とみなすことがある。

⒁ 病気その他の事情により，定期試験を受けることのできなかった者は，追試験の取り扱いに基づき所
定の手続きを定期試験終了後⚓日以内に完了すること。

⒂ 試験実施日時および試験場には充分注意し，確認を怠らないこと。
⒃ その他，試験監督者の指示に従うこと。
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Ⅴ．成績の評価と通知
⚑．成績評価
⑴ 成績の合否は，100点満点で，60点以上を合格，それ未満は不合格とします。
⑵ 評価基準は，次のとおりです（学則第23条）。

評 価 点 数

合 格

秀 (Ｓ) 90～100 点
優 (Ａ) 80～89 点
良 (Ｂ) 70～79 点
可 (Ｃ) 60～69 点

不合格
不可 (Ｄ) 59点 以 下
欠 (Ｅ) 欠 席

＊点数化できない科目の場合，合（＝合格）または否（＝不合格）で評価します。

⑶ 成績証明書は，合格（修得）した科目の評価〈秀，優，良，可，合〉で表示し，不合格（不可，欠，
否）科目は，表示しません。

⑷ 成績通知書は，学費支給者宛に，年⚒回（⚙月中旬・年度末（⚓月上旬））郵送します。その際，不合
格科目は⽛不⽜，欠席した科目は⽛欠⽜と記載されます。

⑸ 一度合格した科目は，いかなる事情があっても，再度，受講および受験することはできません。
⑹ 不合格および欠席のため単位が取得できなかった科目は，再履修することができます。

⚒．GPA（Grade Point Average）制度
GPA制度は，履修科目の成績を一定のポイントに置き換えて学習到達度を客観的に評価するものです。

経営学部では，GPA制度を奨学金推薦，演習科目の選考，転部・転学科試験，成績優秀者の選出などに活
用します。
経営学部でGPAを算出する方法や算出するための評価とポイントとの関連は，以下に示したとおりとな

ります。
⑴ GPAの算出方法について

学生が履修した科目の各GPに各評価の単位数を掛けたものの総合計を履修科目の総単位数（評価Ｄ・
Ｅの単位数も含む）で割ったものがGPAとなります。

〈GP(S)×単位数〉＋〈GP(A)×単位数〉＋〈GP(B)×単位数〉＋〈GP(C)×単位数〉
履修科目の総単位数(Ｄ・Ｅの単位数を含む)※⚑・⚒

※⚑ ⽛履修科目の総単位数⽜については，再履修した場合，再履修前の単位数は含まれないものとす
る。

※⚒ 転部・転学部・転学科した場合，単位の読替が認められなかった科目の単位数及び評価はGPA算
出の際，含まれないものとする。

※⚓ GPAは，学期ごとの⽝学期GPA⽞と年度ごとの⽝年度GPA⽞と全成績を通算した⽝通算GPA⽞の⚓
種類で算出する。
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⑵ GPAの評価基準と算出例について

授業科目 履 修
単位数 評点 評価 GP 科目ポイント

(GP×単位数) 合否

演習Ⅰ 4 90～100点 Ｓ 秀 4 16

合格
情報リテラシー 4 80～89点 Ａ 優 3 12
データ解析 4 70～79点 Ｂ 良 2 8
学習心理学 2 60～69点 Ｃ 可 1 2
流通システム 2 59点以下 Ｄ 不可 0 0

不合格
経営管理Ⅰ 2 欠席 Ｅ 欠 0 0
合計 18 ― ― ― ― 38

◆科目ポイントの合計÷履修単位数の合計＝GPA → 38÷18＝2.11（小数点第⚓位以下は四捨五入）
⑶ 上記の成績評価になじまない一部の科目は合（合格）・否（不合格）で評価します。
⑷ GPA算出の対象外科目は以下のとおりです。
⚑) 経営学部開講科目で進級・卒業要件の単位には算入されない科目（開講科目一覧表参照）
⚒) 教職課程などの各種課程科目（経営学部開講科目としても開講されている場合はGPA算出の対象と
します）

⚓) 他学部で開講されている科目で，特別に履修申請を必要とする科目
⚔) 評価が⽛合・否・認定⽜による科目

⚓．成績の通知
成績は，各学期終了後に⽛成績通知書⽜を郵送します。
郵送時期および宛先は下記を予定しています。

※成績通知書のレイアウトと見方は72ページの⽛Ⅴ-5成績通知表の見方⽜を参照してください。
※成績はG-PLUS!でも確認することができます。

時 期 対 象 通知先 内 容
⚙月18日（金)

(⚙月期卒業生発表日) 全学生 学費支給者 第⚑学期終了時での成績を通知

⚓月10日（水)
(卒業生発表日) ⚔年生 学費支給者

今年度の最終成績を通知⚓月11日（木)
(進級生発表日)

⚑年生（⚑部）
⚒年生 学費支給者

⚓月11日（木) ⚑年生（⚒部）
⚓年生 学費支給者

⚔．成績照会
今年度に履修した科目の中間評価と最終評価に関することについて成績照会を実施しますので，所定の

申請用紙を経営学部事務室で受け取り，定められた期間内に申請書を提出してください。その後，申請に
基づき適正に調査した上で申請内容について回答します。
なお，成績照会期間の日程等は，成績通知書，経営学部掲示板，G-PLUS!でお知らせします。

⚕．成績通知表の見方
次のページの表を参照してください。
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①授業科目 分野名および授業科目名が記載されている。

②単位 左に記載している科目の単位数を表示。

③成績 ・欄の左側に記載 ～ 確定した成績。⽛秀⽜⽛優⽜⽛良⽜⽛可⽜⽛合⽜⽛認⽜⽛不⽜⽛欠⽜⽛否⽜で表示。⽛秀⽜⽛優⽜
⽛良⽜⽛可⽜⽛合⽜⽛認⽜が合格。⽛不⽜⽛欠⽜⽛否⽜は不合格。

・欄の右側に記載 ～ 今年度履修中の科目で成績が確定していないもの。
⽛履⽜は履修中を意味する。
⚑学期終了後，⽛S⽜⽛A⽜⽛B⽜⽛C⽜⽛D⽜⽛E⽜で表示されているのは中間成績。中間成
績には点数で表示される科目もある。

④担当者 科目担当教員の名前。⽛複数の⽜と記載されているのは，複数の教員を表す。

⑤履修期 当該科目をいつ履修したかを表示。
Ex）20.1 ～ 2020年度第⚑学期に履修，20 ～ 2020年度⚑年間の履修

⑥分野別修得単位数 左記授業科目欄に記載している分野ごとの集計欄。
卒業要件欄 ・要件単位 ～ 当該分野で卒業までに必要な単位数を表す。

・修得単位 ～ 当該分野でこれまでに修得した単位数を表す。
・不足単位 ～ 当該分野で不足している単位数を表す。

全ての分野で不足単位が⽛⚐⽜となっていれば，卒業要件を満たした状態であ
る。

当年度欄 ・履修単位 ～ 当年度履修した科目の単位数を表す。
・修得単位 ～ 当年度修得した単位数を表す。学期終了後の通知書に記載される。

⑦修得期別・評価別科目数 年度・学期ごとに修得した評価別の科目数や単位数を表す。
例では，2020.1の秀の欄に⚑（2）と記載。これは，2020年度第⚑学期に秀の評価が⚑科目あり，その単位数
は⚒単位であることを意味する。

⑧GPA評価記載欄 学期ごとの⽝学期GPA⽞，年度ごとの⽝年度GPA⽞，全成績を通算した⽝通算GPA⽞の⚓種類を記載。

【成績通知書の見方】



Ⅵ．進級・卒業
⚑．進級
⚑部経営学科および⚑部経営情報学科に所属する学生は，⚑年次から⚒年次への進級時と⚒年次から⚓

年次への進級時に進級審査があります。また，⚒部経営学科に所属する学生は，⚒年次から⚓年次への進
級時に進級審査があります。
進級年次に以下の要件が満たされていないと，進級が認められません（留年することになります）。その

場合，上級年次に開講される講義科目を履修することはできなくなります。
進級要件は以下の通りです。

⑴ 進級要件
⚑) ⚑部経営学科・⚑部経営情報学科
⽛本学部⚑部経営学科及び⚑部経営情報学科の⚒年次に進級できる者は，学生として入学し，⚑年以
上在学し，学則別表⚓に定める授業科目を履修し，24単位を修得しなければならない。また，⚓年次
に進級できる者は，⚒年以上在学し，学則別表⚓に定める授業科目を履修し，48単位を修得しなけれ
ばならない。⽜（北海学園大学経営学部規則第12条）
⚑部経営学科・経営情報学科において，⚓年次から⚔年次へと進級するために必要な要件はありま

せん。
⚒) ⚒部経営学科
⽛本学部⚒部経営学科の⚓年次に進級できる者は，学生として入学し，⚒年以上在学し，学則別表⚔
に定める授業科目を履修し，28単位を修得しなければならない。⽜（北海学園大学経営学部規則第12条）
⚒部経営学科において，⚑年次から⚒年次へ，および⚓年次から⚔年次へと進級するために必要な

要件はありません。
⑵ 進級生発表

教授会において単位の認定，進級の審査を行い，進級を許可された学生を⚓月11日(水）に経営学部掲
示板にて発表します。G-PLUS!では発表しません。

⚒．卒業と学位授与
⑴ 卒業要件（北海学園大学経営学部規則第14条）

本学において卒業認定を得ようとする者は，次の要件を満たさなければなりません。
本学に⚔年以上在学期間（これは単なる在籍期間ではなく，修学期間が⚔年以上必要ということであ

り，休学などによる修学中断期間は含まない）を有すること，また，学部規則第⚓条および第14条に定
める単位を修得すること。
これらの条件を満たした者について，教授会の議を経て，卒業を認定します。卒業に必要な単位数は，

下記のとおりです。各学科について，⚗つの条件が示されていますが，このうち⚑つでも条件を満たさ
ないと卒業できないので，十分に注意して下さい。また，これらを図式化した一覧表を記載するので，
参考にして下さい。
※卒業に必要な単位数（経営学部規則第14条）
カッコ内のアルファベットは，45～59ページに記載されている開講科目一覧表において関係する群の

名称を表示しています。

⚑）⚑部経営学科
① 総合教育科目から24単位以上（Ａ群・Ｂ群）
② 専門教育科目の専門導入科目から16単位以上（Ｃ群）
③ 専門教育科目の専門基幹科目から14単位以上（Ｄ群）
④ 専門教育科目の専門導入科目および専門基幹科目から36単位以上（Ｃ群・Ｄ群）
⑤ 29ページに示したコース別科目一覧表に記載されている科目から42単位以上（Ｃ～Ｉ群，選択し
たコースによる）

⑥ 専門教育科目の専門展開科目，演習科目，ビジネス英語科目，キャリア形成科目および資格取得
科目から64単位以上。ただし，資格取得科目は⚖単位以内とする。（Ｅ～Ｍ群）

⑦ 総合教育科目，専門教育科目，演習科目，ビジネス英語科目，キャリア形成科目および資格取得
科目，経済学・法学・歴史学科目の合計138単位以上。ただし，資格取得科目は⚖単位以内，経済学・
法学・歴史学科目は12単位以内とする。（Ａ～Ｎ群）
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⚒）⚑部経営情報学科
① 総合教育科目から24単位以上（Ａ群・Ｂ群）
② 専門教育科目の専門導入科目から16単位以上（Ｃ群）
③ 専門教育科目の専門基幹科目から14単位以上（Ｄ群）
④ 専門教育科目の専門導入科目および専門基幹科目から36単位以上（Ｃ群・Ｄ群）
⑤ 30ページに示したコース別科目一覧表に記載されている科目から42単位以上（Ｃ～Ｉ群，選択し
たコースによる）

⑥ 専門教育科目の専門展開科目，演習科目，ビジネス英語科目，キャリア形成科目および資格取得
科目から64単位以上。ただし，資格取得科目は⚖単位以内とする。（Ｅ～Ｍ群）

⑦ 総合教育科目，専門教育科目，演習科目，ビジネス英語科目，キャリア形成科目および資格取得
科目，経済学・法学・歴史学科目の合計138単位以上。ただし，資格取得科目は⚖単位以内，経済学・
法学・歴史学科目は12単位以内とする。（Ａ～Ｎ群）

⚑部経営学科・経営情報学科の卒業要件
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⚓）⚒部経営学科
① 総合教育科目から20単位以上（Ａ群）
② 専門教育科目の専門導入科目から12単位以上（Ｂ群）
③ 専門教育科目の専門基幹科目から⚘単位以上（Ｃ群）
④ 専門教育科目の専門導入科目および専門基幹科目から30単位以上（Ｂ群・Ｃ群）
⑤ 31ページに示したコース別科目一覧表に記載されている科目から30単位以上（Ｂ～Ｈ群，選択し
たコースによる）

⑥ 専門教育科目の専門展開科目，演習科目，キャリア形成科目および資格取得科目から46単位以上。
ただし，資格取得科目は⚖単位以内とする。（Ｄ～Ｋ群）

⑦ 総合教育科目，専門教育科目，演習科目，キャリア形成科目および資格取得科目，経済学・法学・
歴史学科目の合計128単位以上。ただし，資格取得科目は⚖単位以内，経済学・法学・歴史学科目は
12単位以内とする。（Ａ～Ｌ群）

⚒部経営学科の卒業要件

以上の要件を満たした者について教授会の議を経て，卒業を認定し，卒業証書を授与するとともに，
北海学園大学学位規則に定めるところにより学士（経営学）の学位を授与します（学則第32条第及び
第33条，経営学部規則第14条）

⑵ 卒業生発表等
⚑) 教授会において単位の認定，卒業の審査を行い，卒業を許可された学生を⚓月10日(水）に経営学部
掲示板にて発表します。G-PLUS!では発表しません。

⚒) 卒業証書・学位記授与式について
例年，春分の日に⽛北海きたえーる⽜で挙行されます。
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⚓．⚙月期卒業
⑴ 卒業要件（北海学園大学経営学部規則第14条）

本学において⚙月期卒業認定を得ようとする者は，次の要件を満たさなければなりません。
⚑) 本学に⚔年以上在学期間（これは単なる在籍期間ではなく，修学期間が⚔年以上必要ということで
あり，休学などによる修学中断期間は含まない）を有する者

⚒) 過去に⚑度でも卒業延期となったことのある者
⚓) 今年度の第⚑学期の履修により卒業要件を満たすことのできる者
⚔) 学部規則第⚓条および第14条に定める単位を修得した者（100ページの⽛Ⅵ-2-⑴卒業要件⽜に示し
た部別・学科別の卒業要件を満たした者）
以上の要件を満たした者について教授会の議を経て，卒業を認定し，卒業証書を授与するとともに，

北海学園大学学位規則に定めるところにより学士（経営学）の学位を授与します（学則第32条第及び第
33条，経営学部規則第14条）

⑵ ⚙月期卒業の申請
⚙月期の卒業を希望する者は，当該年度の定められた期間内に申し出をしなければなりません。申し

出が無い場合，第⚑学期終了時点で卒業要件を満たしたとしても，通常どおり⚓月の卒業となります。
⚑）申請期間

該当する年次になってからお知らせします。
⚒）申請場所

経営学部事務室
⑶ ⚙月期卒業生発表等
⚑) 教授会において単位の認定，卒業の審査を行い，卒業を許可された学生を発表します。詳細は，該
当する年次になってからお知らせします。

⚒) 卒業証書・学位記授与式について
該当する年次になってからお知らせします。
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卒業研究（卒業論文・卒業制作）提出要領

⚑．提出期限 2021年⚑月22日（金）16：00まで

⚒．提出先 経営学部事務室

⚓．執筆用具・
ページ設定

・Ａ⚔縦用紙

・横書き40字×40字

⚔．枚数 指導教員の指示に従うこと。

⚕．構成・体裁

○卒業論文 ・以下の順番でまとめる。

⑴ 表紙 論文題目，所属演習名，卒業年，学生番号，氏名
を書く。

⑵ 論文要旨 ⚓．の書式に従い，2,000字程度に内容をまとめる

⑶ 目次

⑷ 本文 文献注，文章注を含み，図版，写真，統計表は本
文に入れる（写真は裏面糊付け）

⑸ 参考文献リスト

○卒業制作 ・制作物に，報告書を添付すること。

・報告書の構成・体裁は，上記の卒業論文に準ずる。

※ 提出された論文，制作物及び報告書は，返却しない。なお，以上の要領は最低限の原
則であり，詳しくは各指導教員の指示による。従って，不明な点は各指導教員に相談
すること。



レ ポ ー ト 表 紙

科 目 名

担 当 教 員

テ ー マ

経 営 学 部 部 学科

学 年 クラス

学 生 番 号

氏 名

切り取り線
受付印

(控)
学生番号 科目名

氏 名
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科 目 名
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テ ー マ

経 営 学 部 部 学科

学 年 クラス

学 生 番 号

氏 名

切り取り線
受付印

(控)
学生番号 科目名

氏 名




